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多摩の未来の地勢図　Cleaving Art Meeting

あわいを歩く
─途中の地図
連続ワークショップ 「多摩の未来の地勢図を共に描く
─あわいを歩く」の記録  2022─2023
特定非営利活動法人アートフル・アクション

〈多摩の未来の地勢図を共に描く─あわいを歩く〉

　日々生活していると、自分自身がどこにいるのかわからなくなる時があ
ります。戦争の勃発、災害の発生、様々な不条理、暴力や困難が溢れる一
方で、一見、平穏な生活が営まれています。重層的に関係し合う様々な問
題や解決の見えない状況の続く中、私たちはそれに何らかの形で加担し、
大きな矛盾を抱えながら生きています。自身の生きている日々がどのよう
に成り立っているのか。その中でこの現実とどのように関係を作っていく
ことができるのか。様々な土地を、そしてあわいを歩きながら、この答え
のない時代の状況を共に考えます。

　不明瞭な、解決の見えない状況のなか、「あわい」について、あるいは「あ
わいの歩み方」を考えることは、これからの私たちの行方を考えるために
とても大切な営みです。 特に、未来を見据えつつ、主に多摩／東京に住ま
う私たちの今日の暮らしを成り立たせてきた歴史を振り返る時、東京にい
て東京を問うだけでは、その実像が掴めないのではないかと考えます。歴
史的に、東京は東京を取り巻く様々な地域、場所から、資源やエネルギー
供給を得、人々の知恵や労力によって成り立ってきました。東京を東京た
らしめてきたこれらの経緯を、それらを送り出したその地の風景、人々、
作られてきたもの、損なわれてきたもの、複合災害（※）の構造について
知りながら、そちら側からもう一度東京を見ることを通し、これからの私
たちの暮らしについて考えていきます。
※複合災害 :ここで使用する「複合災害」という言葉は、過去から現代に続く様々な出来事、事故、災害、（自然
環境や社会経済状況の変化も含む）が要因となり、合わさって起こった事象のことを指します。

■あわいという言葉
「あわい」という言葉には、「間」と「淡・い」という二つの漢字が当てはまります。「間」はもの
とものとのあいだや境界線、相互の関係、また古語では媒介という意味を持ちます。「淡い」は形
や光がぼんやりしている、かすかであるさまをあらわします。今回、私たちが歩こうとしている「あ
わい」はこの二つの漢字の意味が混ざり合ったようなところを指します。あわいのさまは向き合う対
象（風景、時代、場所、自然、動物、言葉、人、その他様 な々こと）との相互関係によって変
化し続けます。そのあわいのありようを探求することで、出会う対象への身体の傾け方が少しづつ
変化していくのではないかと考えます。

この地図を開かれる方へ
◉2022年9月から2023年3月にかけて、連続ワークショップ「多摩の未来の地勢図を共に
描くーあわいを歩く」が行われました。様々な場所で活動するゲストや、様々な土地に暮らす
人の参加を得ながら、土地を訪ね、そこで出会った人や地の照り返しを受け、問われること、
内省することをくり返しながら、少しづつ歩いてきました。

◉この地図には、この期間に行われたワークの概要と、一つ一つのワークやゲストにつながる
文章が配置されています。地理、移動のみちすじ、個々の時間、過ごした時代、それらの流れ
がいり混じった地図です。様々な時代や土地、時、人に思いを馳せながら、この地図を辿って
みてください。
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■多摩の未来の地勢図  Cleaving Art Meetingとは
多摩地域を舞台に、地域の文化的、歴史的特性をふまえつつさまざまな
人々が協働、連携するネットワークの基盤づくりを進めます。
多摩地域は、東京 23区に比べて広大な面積を有し、多摩川や奥多摩
といった地理的な特徴、都心から放射線状に開発された電車網とそれに
付随した宅地開発など多様な特性を有しています。
特に当地は高度経済成長期に大規模な人口流入があり、多摩ニュータ
ウンをはじめとした様々な開発が都心への通勤者を支えました。一方で
その動きは多摩地域が持っていた農業地としての基盤を根底から覆し、
昼夜間人口比の高い比較的均質な、いわば都心へ通勤する人たちを支
える郊外地としての性格を強くしました。
この歴史は、戦前から戦後、今日に至るまで、日本社会の現代史を体現
するような側面も有しています。特に、地方からの大規模な人口流入、
エネルギーや水資源の供給は、東京を取り巻く近県にとどまらず、東北や
甲信越、ひいては遠く日本の隅 に々まで及ぶものであったと思われます。
今日、高度成長期に都心から郊外へ拡張した人口、あるいは地方からの
流入した人たちは核家族化―高齢化し街は短期間で大変化の中にあり
ます。
本事業では、プロジェクトの実施を通じ、多摩を日本の現代社会を考える
ための一つの象徴としてとらえ、そこにある諸課題が照らし出す事象を通
じ、私たち自身の暮らしを見つめ直すことを試みます。
https://cleavingartmeeting.com/

※本事業は「東京アートポイント計画」として実施しています。東京アー
トポイント計画は、社会に対して新たな価値観や創造的な活動を生み出
すためのさまざまな「アートポイント」をつくるために、東京都と公益財団
法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京が、地域社会を担う
NPOとともに展開している事業です。実験的なアートプロジェクトをとお
して、個人が豊かに生きていくための関係づくりや創造的な活動が生まれ
る仕組みづくりに取り組んでいます。
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WS開催場所中心の地図（国土地理院GSI Mapsから編集加工して掲載）

〈講師プロフィール〉

◉花崎攝：シアター・プラクティショナー、野口体操講師。ロンドン大学ゴールドスミス校芸術学修士。専門は、演劇を人々の生
活の中で活かし演劇の可能性を広げる応用演劇。主な仕事に、公募で集まった人の経験を聞き合って演劇の形で表現し共
有する「地域の物語」シリーズ（世田谷パブリックシアター）、胎児性水俣病患者と市民と共創した「水俣ば生きて」（水俣病
公式確認50年事業）、横浜の寿町で精神科デイケアにつながる人たちと、てがみを書くことを通じた表現と交流を目指す「こ
とぶきてがみプロジェクト」など。武蔵野美術大学、日本大学芸術学部、立教大学非常勤講師。
◉岩井優：1975年生まれ、東京藝術大学美術研究科博士後期課程修了。国内外の地域にて参与的な手法で活動に取り
組み、クレンジング（洗浄・浄化）を主題に、映像、インスタレーション、パフォーマンスを展開している。主な展覧会に、「見るは触
れる　日本の新進作家Vol.19」(東京都写真美術館、2022年)「ヨコハマトリエンナーレ2020　AFTERGLOW ―光の
破片をつかまえる」（横浜美術館、2020年）、個展「公開制作83　岩井優 ハウツー・クリーンアップ・ザ・ミュージアム」（府中市
美術館 、2021-22年 ）、「コントロール・ダイアリーズ」（Takuro Someya Contemporary Art、2020年）など。
◉曽我英子：東京都生まれ。イギリス在住。ロンドン芸術大学チェルシーカレッジ、ロンドン大学スレードスクール卒業。オック
スフォード大学にて博士課程終了。キングストン大学、ロンドン芸術大学講師。「アート＆エコロジー」の興味を軸に、フィールド
ワークから得た知識や、出会う人 と々の記憶を辿りながら制作を行い、それらを、映像、テキスト、インスタレーション作品として
発表している。アートの視点から、社会環境から感じる違和感をどう理解し「問う」ことが可能であるかを探求しながら活動を
続ける。
◉藤城光：水戸市出身。大学で文化人類学を学んだのち、東京でデザイン業に就く。2010年いわき市に移住したことを
きっかけに、土や植物、モノ、大地に刻まれた記憶などをテーマとした作品制作をはじめる。2011年の東日本大震災以降、
聴き書きや場づくり活動などもしている。主な展示として、「VOYAGER」（さいたまトリエンナーレ［2016］、はじまりの美術館
［2018］）、「彼女の町、彼の海岸」（駒込倉庫［2017］）、「地中の羽化、百億の波の果て」（しらみずアーツキャンプ［2020］）
等。
◉なかのまさき：東京水産大学（現・東京海洋大学）大学院博士前期課程修了。1995年より北欧フィンランド、ノルウェーを
訪れ、北極圏サーミランドの先住民族・サーミのサケ･マス漁やトナカイ飼育のようす、都市に住むロマ（ジプシー）の人びとなど
を撮影している。
◉菅野栄子：昭和11年（1936年）生まれ　佐須地区出身。46年間を酪農に費やし、70歳からは夫とともに有機農業を手
掛けてきた。農作業の傍ら、20年にわたって義理の両親の介護をしてきた。一方で、地元の女性とともに加工グループを立ち
上げ、伝統的な飯舘村の食文化である「さすのみそ」「凍み餅」「凍み豆腐」などを作り、村に貢献してきた。夫を原発事故の
前年2010年6月に、義理の母親を原発事故の1カ月前に亡くす。息子が農業を継ぎ、これからは息子とともに自分のために生
きようという矢先、原発事故が起こった。伊達東仮設住宅で避難生活を送った後、避難指示解除後に飯館村に戻る。3人の
子どもと6人の孫がいる。
◉木村紀夫：team 汐笑（ゆうしょう）プロジェクト代表・大熊未来塾塾長。1965年福島県大熊町の海沿いにある熊川集落
に生まれる。自転車で放浪生活をしつつ自給自足的な生活に憧れた20代を経て、帰郷し、結婚。娘2人を授かる。45歳で東
日本大震災により被災。津波で父と妻、次女を失い、原発事故で故郷を追われる。父と妻の遺体は見つかるが次女汐凪(ゆう
な）の一部発見までに5年9ヶ月を要する。捜索の傍ら、避難先の長野県白馬にて便利なものに頼らない生き方を追求し、震
災の伝承だけでなくこれからの生き方に疑問を投げかけるようなイベントを開催。現在は現在は福島県いわき市に拠点を移
し、中間貯蔵施設内の自宅跡に通い発信をつづけ、自身の得た教訓を次世代に絶やさない未来を町で実現するために日々
奔走している。

WS1
「出会う身体を整える」
花崎攝　
2022年9月18日
小金井市環境楽習館

新たな出会いに向けて皆で身体と心をほぐす。自己紹介も兼ねて、そ
れぞれの「あわい」のイメージについて、語ってみる。

◉ “内側から身体を揺らしたり、揺らす身体の下の地面や周りの空気を
意識しながら、体操をしてみる。自分の体に関心を持つことと、関心の
あり方を変えていくことを意識してみる。いつも見慣れているはずの自
分の身体の一部をどうやって違う視点、違う角度で見るのか。見ること
のできない身体の中の容積の感じを見ることはできるのか。そして、そ
れを誰かに伝えるためにどうしたら人と一緒に見たり触れたりすること
ができるのか。”（花崎攝）

WS2
「東京─飯舘村のあわい」 
藤城光＋菅野榮子 
2022年10月8日（土）〜 2022年10月9日（日） 
飯舘村佐須、双葉町 

飯舘村を歩いて、飯舘村に長く暮らしてきた菅野榮子さんの話を聞く。主に
東京から訪れている私たちと飯舘村の「距離」や「あわい」について、また、
言葉を聞いて言葉以上のものを経験することについて考えてみる。

ライブビューイング 
「東京─飯舘村のあわい」の
様子をつなぐ
2022年10月8日（土） 
小金井市環境楽習館 

ライブの映像を通して飯舘村の風景を見ながら、菅野榮子さんのお話をお聞きする。現地参加とはまた違った
角度や経験から、距離や移動、風景について考えながら、藤城光さんによるワークを行う。

◉ “俺家（おらぇ ｢私の実家｣）の父ちゃんは父ちゃんでやったけどな。俺家の父ちゃんてのは、いいとこ（財産
家）の生まれだから上品な人だったの。関沢っていうとこで生まれたんだから。そして財産もいっぱいあっとこ
の次男坊で生まれたから、だからお金取んのは知ってたって、やっちゃくねえ（働きたくない）人だ。  
　でも、私は今になって思う。子供にでもなんでも、周りの人たちにでもなんでも、人間としての心は教えた。
だから子供たちのごど好ぎで、雪いっぱい降っと、山で使ったそり、雪さ持ってって、近場の子供たちみんな集
めて、ほいづさずっと茣蓙敷いて、そごさいっぱい子供たち乗せて、お正月一日はそり引っ張りしてた。あとは、
前さ庭があんだ、そこんとこさ駒作ってくっちぇ、ほうして駒回しの親方してた。子供の心を育てるのが上手
だったの。あと、お盆には笛吹きだの太鼓打つのは、うちの父ちゃんがみんな周りの子供たちさ教えてきた。  
だから死んでいくとき、近くの子供たちがいい父ちゃんになってるわけだ。で、なんだか死にそうなんだって聞
いたからって、みんなお見舞いに来たんだや。まあ、こういう持ち主だったし、母 ちゃんは働くことを教えてく
れた。父ちゃんが働かないから、母ちゃんが働かないと食っていかん ね（笑）。父ちゃんには、人のもっていな
い、そういうへき地の、へき地に住む人たちのその心のもち方と、子供の育て方だのなんかだの、そこの中で地
域の文化もちゃんと、笛吹くことも太鼓叩く こともみんな教えてきたんだべ。ちっちゃい子供たちに駒回すこと
だって……鍛冶屋さんにこういう輪っか作ってもらって、山さ行ったときにその中さ入る木をちゃんと揃えてお
いて、駒作って皆んなさくっちゃ（皆にくれた）。
そういう父ちゃんだった。  
　んだがら、そういう中で育ってきたのも、私は恵まれてるし、まあ、やっぱりそういうのだって今思うと、この
自然が教えてくれたんだって思ってる。都会にはないものがあっから、そういう中でこの自然が、私らの子供の
時代に「生きる」っていうことの、その真髄を教えてくれたんだなって。一生懸命働いてっときは分がんねがっ
たよ。こんなものは嫌だって、そうして踊り踊ってたよ。んだげど、やっぱり年を取って子供を持ったり、子供を
生んだり子供を育てていくときの、厳しさとかっていうのは、この自然があったからちゃんと教えられた。そうい
うふうに思って、自然に感謝してる。  
　避難区域になったから私は伊達東の仮設に避難したけど、末の娘達は新潟の三条に10年間いて、去年い
わき市に帰って来た。子供が中学校終わったからって。そして今いわきの高等学校に行ってっけど、それでも
上のほうは新潟の学校さあがって大学生が今一人いるの。新潟大学生。本当に私ら悲しい思いもしたよ。言
葉さ表せらんにぇ。この原発なんて罪作りや。人間のやることなんて完璧だなんていうのはないよな。まあね、
そういう中で豊かな生活をしなんねがら、この原発さ手付けたんだべ。  
　私は東京さ行って、までいの生活について、「榮子さん、講演してください」って、しゃべってくださいって、
あっちこっち行っとったのな。ほして新宿のパルシステムの事務所のとこさ入って、そこさ40人くらい入ってい
たか。男の人たちから女の人たち4、50人いたんかな。そこんとこでしゃべってるうち に、こういうことなんだと
思うって言って、しゃべっているうち、泣いで声出ねぐなっちまったの。そしたらしゅーんとなっちまってな。その
うちの中にいる男の人が、男の声だったな。みんな黙ってい たときに「菅野さん、泣かないでください」って。

「この東電のエネルギーは東京の人たちが利用し て、私らが使ったんですから、私らも黙ってはいれないか
ら」って。ほうだな、泣がっちゃがら困ったんだべ。ほういった声が聞こえだどぎ「あっ」と思って、これは泣いて
る場合 ではねえんだって。東京の人たちもこういうふうに感じて、私らも頑張りますからって言うんで。こ れは
泣いてる場合ではねえんだわ。だからこの原発の避難している実情を間違いなく、自分で感 じたことを話して
いく役割があんだなって私は思った。だからうそは言ってねえよ。ちゃんと考えて しゃべれって妹にやっちゃ（言
われた）げど、考えてしゃべってんだ。何かクレームが付いたときは受けて立つ わって言って、心の中ではそう
思ってっけど。やっぱり公務員のしゃべり方とドン百姓のしゃべり方 は違うんだって。（笑）”（菅野榮子）
＊菅野榮子さんは2023年2月25日86歳でお亡くなりになりました。心よりご冥福をお祈りいたします。

◉ “同じ道を通って同じ話を聞いても、それぞれのバックグラウンドによって、受け取り方が全く違う。どうそ
れを紡いでいくか。どう互いを受け止めていくか。背景を感じ成り立ちを知っていく、その地道で小さな積み
重ねが大事なのではないかなと思っています。震災後は特に、置かれた立ち位置の違いや感覚の違いという
ものが、関係性を難しくしていくのを目の当たりにすることが多くありました。だからこそ「あわい」を通じて相
手に触れる、もしくは自分が「あわい」となって相手に触れるということを、意識してやってきたように思いま
す。”（藤城光）

WS3
「経験的道路のプロジェクションをめぐって」
岩井優
2022年10月23日(日）
小金井市環境楽習館

岩井優さんの自己紹介と、「経験的道路のプロジェクション」についてお聞きする。個人的な経験をどのよ
うに辿り、考え、また、開き、共有していくのか。岩井さんの話を聴きながら、参加した人それぞれがその
方法を考え、模索してみる。

◉ “どうやって自分の経験したものを、何かしらフィルターかけたり、結晶化させて他の人と共有できるの
か。除染作業中に撮った道路の写真は、僕視点の写真なんだけど、スクリーンを立てて、投影して、解体
するという今回の作業は、除染してた時のチームワークに近くて、それをさらにもう一度記録に残していく
という行為は、シフトして、違う作業に置き換えて、記録の取り方を変えてみる、ということなのかなと思っ
た。シフトした経験の共有の仕方なのかなと思う。”（岩井優）

WS5
「経験的道路のプロジェクション#1」
岩井優
2022年11月20日（土）18:00-19:00
多摩地域の住宅街

岩井優さんの「経験的道路のプロジェクション」の制作に参加。夜、雨の中、ある住宅街の路上にスクリー
ンをたて、そこにかつて岩井さんが除染作業を行った住宅街の写真スライドを投影し、その様子を撮影す
る、という行為を皆で行う。撮影後はその日撮影した映像を見ながらふりかえりをする。

◉ “周りの家の人、出てこなかったですね。明らかに怪しくて、無言で何かやってる集団。意外と静か〜に
ことが進んでいて面白かった。”（参加者）

WS7
「経験的道路のプロジェクション#2」
岩井優
2022年12月24日（土）16:30-18:30
宇都宮市の住宅街

岩井優さんの「経験的道路のプロジェクション」の制作に参加。ある住宅街の路上にスクリーンをたて、そ
こにかつて岩井さんが除染作業を行った住宅街の写真スライドを投影し、その様子を撮影する、という行
為を皆で行う。今回は夕方から夜にかけて。準備中、住宅街の住人が様子を見にきたため、内容を説明し、
その後周辺の家にも挨拶して回る。撮影後は餃子屋でふりかえりをする。

◉ “車を止めていたら、住民の人たちが家から出てきた。「撮影します」と伝えた。そりゃ、自分の家の前に
見知らぬ車が止まってたら怖いですよね。多摩でやった時とは雰囲気が違うなと思った。”（参加者）
◉ “やってる時に、家からおばあちゃんが出てきて、映像見て、「これはどこの街？」って聞いてきた。「ここ
じゃないって分かります？」って聞いたら「もちろん」って言ってましたね。ここに住んで４０年だって。”（岩
井優）

WS8
「経験的道路のプロジェクション#3」
岩井優
2023年1月8日（日）16:30-18:30 / 2023年1月9日（月）4:00-7:30
郡山市の住宅街、双葉の住宅街

岩井優さんの「経験的道路のプロジェクション」の制作に参加。ある住宅街の路上にスクリーンをたて、そ
こにかつて岩井さんが除染作業を行った住宅街の写真スライドを投影し、その様子を撮影する、という行
為を皆で行う。今回は周辺住民への事前・事後の挨拶も欠かさず行う。今回は泊まりがけの実施で、1日目
は夕方から夜にかけて、2日目は明け方から朝にかけて。撮影後は宿で朝食を食べながらふりかえりをする。

◉ “道路使用許可を取ってたら断れないってのも不思議な話ですよね。公共空間ってなんだろう。どこまで
を自分の家と考えるか。許可取っていれば、こちらが侵略してもいいのか。”（参加者）
◉ “僕が一人でやっていたとしたら、道路使用許可は取らずにやったと思います。”（岩井優）
◉ “家の人が「怪しい」と思って、話しかけてくるところから何かが始まったりもする。その部分が、本当は
大切なのではと思う。”（参加者）
◉ “あくまで自分が除染したとこと、他の住宅街でどう関連してくるかなあと。全く雰囲気が違う場所に
持ってくると、ハレーションが強くなって。どういう意味があるかはもうちょっと考えないといけないかな。
でもやれてよかったです。”（岩井優）

WS4
「未知と出会うあゆみ
〜水産学と写真のあわいで 
サケマスとサーミとロマと」
なかのまさき
2022年11月5日（土）
小金井市環境楽習館

サーミやロマの人々を撮影してきた写真家のなかのまさきさんに、これ
までの活動や、旅において大切にしていること、写真がなかのさんに
とってどういうものなのかお聞きする。後半は、なかのさんの呼びかけ
により、参加者がそれぞれ持ち寄った「自身の五感の記憶が促される
情景が視覚的にわかるもの」を展示し、それを眺めながら皆で話す。

◉ “この写真は、トナカイの集積です。これは私の中で音の記憶として
すごく残っている一枚なんです。これは、数百頭のトナカイが、追い込
まれた最後の柵の中に、一斉に放たれてる瞬間です。このときの音って
いうのが、口で表現するとツッツカツッツカっていう音なんです。時代劇
なんかで馬の蹄の乾いたカッカッって音とは違うんです。この地面が土
で覆われてるのと、雪が降ったりして濡れてるせいでもあるかもしれな
いんですけど、柔らかい絨毯とか、濡れた絨毯の上を走っていくような
音がするんですよね。しかも周りは全く無音なんですよ。静かな森の中
で、この音だけが響いてくるんですね。この瞬間、この中を駆け回って
くるトナカイの土を叩く蹄の音と、トナカイを捕まえるときに男たちが
おー！って声をあげる音。その音以外何もしない、静けさの中に響いてく
るこの音っていうのはすごく印象に残ってて、この１枚を見ると、それが
自分の中でフラッシュバックする。”（なかのまさき）

WS6
「出会いの作法〜感じる知識
＆地球と作るアート」
曽我英子
2022年12月10日（土）

「たまれ」内 share space BOX

ロンドン在住の曽我英子さんにイギリスからオンラインで参加してもら
う。 8年間、北海道のアイヌの人々の中でリサーチを続けている曽我さ
んが、どのように人や土地、自然と出会い、自分の身体の声を聴きなが
ら、そして自然環境や人間の社会環境のことを考えながら、作品を作っ
ているのか、お聞きする。後半は曽我さんの呼びかけにより、参加者が
持参した「大切なもの」との関係性を言葉以外で表現してみるワークを
行う。

◉ “私の中では、友達作りが本当に大切です。普通の理由ですが、他
者として見るのではなく、気持ちを近くで感じられる相手として、いろ
んな知識を共有したり協力し合ったりできるので、仲間がいることは大
切にしています。現地にいるときは、フィールドワークをしている、とい
うよりは、生活を移して、日常を送っているような感覚です。フィールド
ワークしてる間は、身近な人々の気持ちを大切にしたり、割と感情に溢
れていて、言いたいことがうまく整理できない事が多いので、距離は自
分の中でとても大切です。離れて、イギリスに戻ってくると、ここが大切
だったんだな、と改めて気づくことができます。 (...)私は東京生まれで、
アイヌの人々にとっては倭人という侵略した側の人間ですが、歴史的
に苦しいことがあったとしても、まだまだ改善しなければ行けない状況
があったとしても、どうやって、人間として、人間同士として共有したり、
共感し合えるものをどう見つけていけるのか、というところを考えなが
ら作品を作ろうとしています。”（曽我英子）

WS９
「大熊町─東京をか身

み

交
か

ふ」
木村紀夫＋花崎攝
2023年2月4日（土）〜 2023年2月５日（日）
大熊町

木村紀夫さんと共に、解体、開発が急速に進む大熊町大野駅周辺と、
帰還困難区域、そして中間貯蔵施設立地区域内にある木村さんが生
まれ育った大熊町熊川地区を歩く。

「大熊町─東京をか身
み

交
か

ふ」
ライブビューイング
2023年2月5日（日）

「たまれ」内 share space BOX

今回は会場として使用した「たまれ」とご縁がある参加者にライブビューイング
の運営を行っていただいた。大熊町の地図を囲み、画面の中の大熊町熊川地
区の風景をながめながら、気づきを地図に書き込んでみる。

◉ “ここが、私の自宅です。元々母屋があって、私が中学の時に増築した子供
部屋と、2006年に新築した離れ。今私が立ってるのが玄関なんです。 4枚引
き戸の。下のタイルだけは残りました。ここで、両親、妻と子供2人と生活して
ました。

　行方不明だった妻と父親は見つかったんだけど、残念ながら汐凪は見つから
ないという状況でした。その中で、住民に許可された一時帰宅を使って、1人で
捜索を始めます。それでもね、 2011年当時だと、年間３日、一回の立ち入りが
2時間までだったので、大したことはできないですよね。

　結果がなかなか出ない中で、ここを中間貯蔵施設にするという話が出ます。
それが2014年。その6月に住民説明会があったので、そこに参加します。あえ
てそこに行って、売る気も貸す気もありませんって言わせてもらいました。そし

たら、そこの担当の環境省の方から、「ここに行方不明者がいるっ
て初めて知りました」って。呆れました。そんなことも知らねぇで説
明に来てんだ、 って。もちろんこっちで仕事をしている環境省の方
は知ってました。行方不明者がいることを知らなかった方は、東京
から来た方だったんで、話を聞いてなかったんだなあ、って思うんで
すが、でも、非常にがっかりして。

　今ね、あそこで防潮堤の建設をしてます。防潮堤ってなんのため
に作られるんですかね?人の命を守るためだと思うんですよ。ここっ
て生活してる人、誰もいないんですよ。そこの道路も2年前に再舗
装された。生活する人がいないのに。県の職員に聞いたら、「津波
で全部壊れたものを治すのが、復興なんです」って。それが本当に
必要かどうかっていうことは考えない。あれは７メーターの防潮堤な
んですよ。うちが立ってる土地より低いんです。うちは守ってくれね
えんだって思って。おまけに2045年まで人は住めない。作るんだっ
たら人が戻ってきてからでもいいんじゃないかなとも思うんですが。

　あそこに松が一本だけ残ってます。そこに2020年からミサゴが
巣を作っていて。処理水が流される海から魚をとって、子に食べさ
せている。そういう営みが、あそこにはあるんですよ。なんか申し訳
なくなってくる。人間は放射能のことわかってるから、逃げ出した場
所じゃないですか。でも生き物にはわからない。そこで全うできる
生を生きてるわけです。なんか人間ってズルくないですか”（木村紀
夫、大熊町熊川地区自宅にて）

WS10
「あわいの今を

探り、伝えあう」
花崎攝
2023年2月26日（日）
小金井市環境楽習館

野口体操で身体を少しほぐした後、半年間「あわい」
を歩いてみて感じたこと、考えたこと、浮かんだことな
ど、それぞれの現在を、お互いに伝え合うワークを
行った。後半は3月に行われる「気づきの共有」も視
野に入れつつ、それぞれが「あわいの今」を表現する
ために必要だと考える作業を行った。

◉“大事に触れるということは、自分の中身全体が変
化し外側の壁がなくなって、中身そのものが対象の中
に入り込もうとすることである。（...) そして、自分と対
象との中身が、お互いに混じり合い、出会って、自分
と対照、という対立する二つのものはなくなり、ある
のはただ、文字通り一体一同となり、新しい何ものか
を生み出す反応が今ここに起こりつつある、という実
感がある。 ”（『原初生命体としての人間』野口三千
三より引用、花崎攝）

◉“あわいとは、同心円なの
かな？生まれたり消えたりも
する。起点なる、それぞれの
関心や、検討があり、そこか
ら広がるあわいの違いがあ
る。 3月の展示では、個々の
作品としてだけではなく、空
間としてあわいが感じられる
といいなと思う。置き方、プ
ラン、設営、展示、作ってい
く過程も面白い。”（花崎攝）
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人
々
が
森
林
サ
ー
ミと
呼
ば
れ
る
グ
ル
ー
プ
。彼
ら

の
ほ
と
ん
ど
は
農
業
や
漁
業
、他
の
第
三
次
産
業
と
兼
業
し
て
い
る
。

　
湖
サ
ー
ミと
は
、フ
ィン
ラ
ンド
最
北
部
に
あ
る
イ
ナ
リ
湖（
面
積
は

12
86

 ㎢
と
国
内
で

3番
目
に
大
き
さ
）

周
辺
で
、古
来
より
夏
、冬
に
漁
場
を
移
し
な
が
ら
漁
を
営
ん
で
き
た
グ
ル
ー
プ
を
指
し
、一
般
的
に
は「
イ
ナ

リ
サ
ー
ミ（

In
ar

i S
am

i）
」と
認
知
さ
れ
て
い
る
。

 さ
ら
に
、同
じ
く
漁
業
を
主
体
とし
た
生
活
様
式
を
も
つ
グ
ル
ー
プ
が
、河
川
サ
ー
ミと
海
岸
サ
ー
ミだ
。

　
河
川
サ
ー
ミは
大
小
の
河
川
で
漁
を
行
う
人
々
の
こ
と
。有
名
な
の
は
フィ
ン
ラ
ンド
・ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
国
境

を
流
れ
る
テ
ノ（

T
en

o）
／
タ
ナ（

T
an

a）
川
沿
い
に
暮
ら
す
人
々
で
、彼
ら
は
川
に
船
を
出
し
、春
か
ら
夏

に
か
け
て
海
か
ら
遡
上
し
て
くる
サ
ケ
や
マ
ス
を
網
で
捕
獲
す
る
。

　
海
岸
サ
ー
ミは
ノ
ル
ウ
ェ
ー
最
北
部
の
沿
岸
地
域
で
の
漁
を
生
業
とし
て
き
た
人
々
の
こ
と
。 1

2世
紀
頃

に
は
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
諸
国
の
他
民
族
と
の
交
易
も
行
な
っ
て
い
た
。現
在
も
漁
業
を
行
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

基
本
的
に
は
他
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
と
変
わ
ら
な
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

◉
 イ
ナ
リ
湖
最
後
の
サ
ー
ミ
人
漁
師

 ヨ
ウ
ニ・
ア
イ
キ
オ

　
大
学
で
水
産
学
を
専
攻
し
て
い
た
私
は
、ト
ナ
カ
イ
遊
牧
民
とし
て
の
サ
ー
ミよ
りも
、彼
ら
の
伝
統
的
な

生
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
漁
撈
活
動
に
関
心
を
も
っ
た
。

　
そ
し
て

19
95
年

8月
、北
欧

3カ
国（
フィ
ン
ラ
ンド
・ノ
ル
ウ
ェ
ー・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）へ
の
初
め
て
の
旅
で
立

ち
寄
っ
た
、フ
ィン
ラ
ンド
最
北
部
の
イ
ナ
リ
湖
で
、イ
ナ
リ
サ
ー
ミ（
湖
サ
ー
ミ
）の
漁
師
ヨ
ウ
ニ・
ア
イ
キ
オ

（
Jo

un
i A

ik
io
）と
彼
の
家
族
と
出
会
う
。以
来
、3

0年
近
くに
わ
た
っ
て
彼
ら
の
もと
を
訪
ね
て
、撮
影
と
取

材
を
続
け
て
い
る
。

　
イ
ナ
リ
湖
西
岸
の
中
心
地
か
ら６
キ
ロ
先
の
湖
畔
に
自
宅
を
構
え
る
ヨ
ウ
ニ
は
、自
宅
の
目
の
前
に
広
が

る
湖
の
沖
合

60
メ
ート
ル
付
近
に「
ペ
サ（

Pe
sä
）」
と
呼
ば
れ
る

20
メ
ート
ル
ほ
ど
の
大
型
の
刺
し
網
を
２

基
、さ
ら
に
湖
内
に
あ
る

20
0箇
所
の
漁
場
に
刺
し
網
を
仕
掛
け
て
い
る
。い
ず
れ
も
漁
師
だ
っ
た
父
親
か

ら
受
け
継
ぐ
サ
ー
ミ
の
伝
統
的
な
漁
法
だ
。漁
期
は
湖
の
氷
が
完
全
に
溶
け
る５
月
後
半
か
ら
雪
が
降
り

始
め
る
晩
秋

10
月
ま
で
。お
も
な
漁
獲
は
、「
シ
ー
カ（

Si
ik

a）
英
名：
ホ
ワ
イト
フ
ィッ
シ
ュ
」と
「
タ
イ
メ
ン

（
T

aim
en
）英
名：
ブ
ラ
ウ
ント
ラ
ウト
」、
そ
し
て「
ム
イッ
ク（

M
ui

kk
u）
和
名：
モト
コ
ク
チ
マ
ス
」な
ど
。な
か

で
も「
シ
ー
カ
」は
白
身
で
大
変
美
味
しく
、イ
ナ
リ
湖
の
特
産
品
とし
て
国
内
で
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

　
私
が

19
95
年
に
初
め
て
イ
ナ
リ
の
町
を
訪
れ
た
とき
、イ
ナ
リ
湖
に
は
ヨ
ウ
ニ
を
含
め
て
約

20
名
の
漁
師

が
い
て
、そ
の
多
く
が
サ
ー
ミだ
っ
た
。し
か
し
、イ
ナ
リ
湖
に
お
い
て
純
粋
な
漁
だ
け
で
生
計
を
立
て
る
こ
と

は
当
時
で
も
厳
し
い
状
況
に
あ
っ
た
。専
業
漁
師
の
数
は
そ
の
後
も
減
り
続
け
、ヨ
ウ
ニ
が
イ
ナ
リ
湖
に
お
け

る
最
後
の
サ
ー
ミ
人
漁
師
と
な
る
日も
近
い
。

◉
ノ
ル
ウ
ェ
ー・
フィ
ン
ラ
ンド
・サ
ー
ミ
の
血
を
ひ
く
サ
ケ
漁
師

 ゲ
イ
ル・
ヴ
ォレ
ン

　
19

96
年
、

19
97
年
の
渡
航
で
は
、フ
ィン
ラ
ンド
の
イ
ナ
リ
湖
に
滞
在
し
た
後
、ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
の
国
境
付

近
ま
で
北
上
し
、タ
ナ
／
テ
ノ
川
で
河
川
サ
ー
ミに
よ
る
伝
統
的
な
サ
ケ
漁
を
視
察
す
る
。さ
ら
に
、同
じ
くノ

ル
ウ
ェ
ー
最
北
の
自
治
体・
フィ
ン
マ
ル
ク（

Fi
nn

m
ar

k）
県
の
ロ
シ
ア
国
境
に
近
い
東
側
の
エ
リ
ア
へ
と
足

を
伸
ば
し
た
。 1

99
6年
、半
島
の
西
側
に
大
きく
入
り
組
ん
だ
フィ
ヨ
ルド
の
北
側
に
あ
る
ヴ
ァド
ソ（

V
ad

sø
）

と
い
う
美
し
い
町
を
訪
ね
た
と
き
、偶
然
に
知
り
合
っ
た
の
が
サ
ケ
漁
師
の
ゲ
イ
ル・
ヴ
ォ
レ
ン（

G
ei

r 
V

or
re

n ）
。ノ
ル
ウ
ェ
ー・
フィ
ン
ラ
ンド
・サ
ー
ミと
３
つ
の
ル
ー
ツ
を
も
つ
彼
は
、海
岸
サ
ー
ミと
し
て
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
の
象
徴
とし
て
、自
宅
前
の
静
か
な
湾
内
に
２
基
の
定
置
網
を
設
置
し
て
漁
を
行
な
っ
て
い
る
。深
く

て
水
温
の
低
い
ヴ
ァラ
ン
ゲ
ル
湾
の
海
水
に
磨
か
れ
た
天
然
の
アト
ラ
ン
テ
ィッ
ク
サ
ー
モ
ン
は
と
に
か
く
見

事
な
魚
だ
っ
た
。水
揚
げ
量
は
養
殖
サ
ー
モ
ン
に
比
べ
た
ら
微
々
た
る
も
の
で
、流
通
に
回
る
こ
と
は
な
く
、

ほ
と
ん
ど
が
自
家
消
費
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。そ
れ
で
も
、世
界
的
に
も
希
少
に
な
っ
て
き
た
天
然
の
、し
か

も
最
高
級
の
アト
ラ
ン
テ
ィッ
ク
サ
ー
モ
ン
は
、お
そ
らく
こ
こ
で
し
か
お
目
に
か
か
れ
な
い
。

（
な
か
の
ま
さき
）

曽
我
英
子

さ
ん
が
ワ
ー
ク
ショ
ッ
プ
参
加
者
へ
向
け
、『
語
り
合
う
こ
と
ば
の
力
ー
カ
ム
イ
た
ち
と
生

き
る
世
界
』（
中
川
裕
）の
中
か
ら
文
章
を
選
び
、そ
の
写
真
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。言

葉
を
使
わ
ず
に
、相
手
に
何
か
を
伝
え
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。ど
の
よ
う
な
表
現
が
あ
り
え
る
の
か
。

そ
も
そ
も
言
葉
や
文
字
と
は
何
な
の
か
。考
え
る
き
っ
か
け
と
な
りま
し
た
。

“脳
性
麻
痺

を
も
っ
て
い
る
方
た
ち
と
、主
に

ラ
イ
フ
スト
ー
リ
ー
を
演
劇
に
す

る
活
動
を
し
て
い
て
。そ
こ
で
一
緒
に
や
っ
て
た
人
が
、イ
ラ
ク
に

関
す
る
講
演
を
聞
き
に
行
っ
た
とき
に
、演
劇
で
平
和
構
築
を
し

た
い
と
い
う
話
が
出
て
、私
の
こ
と
を
主
催
者
に
紹
介
し
て
く
だ

さ
っ
た
。一
見
、障
害
を
め
ぐ
る
こ
と
が
ら
と
長
く
紛
争
状
態
に

あ
っ
た
イ
ラ
ク
の
状
況
と
は
関
係
な
い
よう
で
す
が
、困
難
な
経

験
を
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
重
な
っ
て
い
る
と
、主
催
者
の

方
と
繋
い
で
い
た
だ
い
て
、主
催
者
と
お
話
し
て
み
た
ら
、ぜ
ひ

私
もイ
ラ
ク
を
訪
れ
て
み
た
い
な
っ
て
い
う
ふ
う
に
思
え
て
。去
年

ね
、イ
ラ
ク
に
出
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。危
険
な
ん

じ
ゃ
な
い？
と
心
配
し
て
く
れ
た
人
も
い
まし
た
が
、つ
な
い
で
もら

え
た
こと
が
と
て
もう
れ
し
か
っ
た
し
、主
催
者
の
方
た
ち
が
生
活

し
、活
動
し
て
い
る
の
だ
か
ら
大
丈
夫
と
思
っ
て
出
か
け
まし
た
。

　
い
つ
も
ど
こ
か
に
行
く
時
、前
も
っ
て
調
べ
ら
れ
る
こ
と
は
、で

き
る
だ
け
調
べ
て
い
く
。イ
ラ
ク
の
こ
とも
、あ
ん
まり
知
ら
な
く
て
。

ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
て
る
ぐ
ら
い
の
こ
と
は
な
ん
と
な
く
ね
、知
っ
て

い
る
け
れ
ど
も
。イ
ス
ラ
ム
教
内
で
の
シ
ー
ア
派
と
か
ス
ン
ニ
派

が
歴
史
的
に
ど
う
な
っ
て
る
の
か
、み
た
い
な
こ
と
は
深
く
知
っ
て

る
わ
け
で
は
な
い
。ま
あ
、自
分
が
で
き
る
範
囲
で
リ
サ
ー
チ
で
き

る
こ
と
は
な
る
べ
くし
て
い
こ
うと
思
っ
て
い
ま
す
。

　
で
き
れ
ば
あ
ん
まり
失
礼
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よう
に
し
た
い
。

以
前
行
っ
た
フ
ィリ
ピ
ン
も
イ
ンド
ネ
シ
ア
も
、ま
あ
自
分
は
生
ま
れ

て
い
な
い
とき
だ
け
ど
、第
二
次
世
界
大
戦
の
とき
に
、日
本
軍

が
行
っ
た
場
所
だ
っ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
現
地
の
人
が
今
ど
う
い
う
感
情
を
お
持
ち
な
の

か
っ
て
い
う
の
も
わ
か
ら
な
い
し
、何
が
ベ
ー
シ
ック
か
っ
て
の
は

難
し
い
け
れ
ど
も
。少
し
知
っ
て
る
の
と
、知
ら
な
い
の
と
だ
と
、相

手
の
人
が
話
し
て
く
れ
る
内
容
が
変
わ
っ
て
くる
こ
と
が
あ
りま

す
ね
。だ
か
ら
そ
う
い
う
意
味
で
も
ね
、で
き
る
だ
け
リ
サ
ー
チ
は

し
た
い
な
っ
て
。限
界
が
あ
りま
す
け
ど
ね
。

　
前
は
言
葉
も
少
し
勉
強
し
て
い
こ
う
っ
て
、習
い
に
行
っ
た
り

と
か
し
て
た
ん
だ
け
ど
。ち
ょっ
と
最
近
余
裕
が
な
く
て
ね
。そ
こ

ま
で
な
か
な
か
で
き
な
い
な
っ
て
い
う
の
が
あ
りま
す
ね
。た
だ
、

フ
ィリ
ピ
ン
と
か
っ
て
、公
用
語
は
タ
ガ
ロ
グ
語
だ
け
ど
、場
所
に

よ
っ
て
地
域
の
言
語
が
す
ご
く
違
う
。同
じ
地
域
で
も
違
っ
て
た

りも
す
る
の
で
、な
か
な
か
ち
ょっ
と
や
りき
れ
な
い
感
じ
も
あ
りま

す
。

　
で
も
、も
う
現
地
に
行
っ
た
とき
は
あ
ん
まり
何
も
考
え
な
い
っ

て
い
う
か
、何
だ
ろ
う
な
。目
を
奪
わ
れ
る
っ
て
い
う
か
。い
くら

知
っ
て
い
て
も
ね
。

　
イ
ラ
ク
に
行
っ
た
とき
に
、す
ご
い
虐
殺
に
あ
っ
た
ヤ
ジ
デ
ィ
教

の
人
た
ち
が
避
難
し
て
い
る
国
内
避
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
て
、

避
難
民
の
方
と
お
話
し
で
き
る
機
会
が
あ
っ
た
の
。想
像
を
絶

す
る
過
酷
な
経
験
を
し
て
る
女
の
人
が
目
の
前
に
い
る
。ち
ょっ

と
や
そ
っと
の
リ
サ
ー
チ
は
役
に
立
つ
も
ん
じ
ゃ
な
い
。言
葉
を
失

う
っ
て
い
う
ほ
う
が
。や
っ
ぱ
り
人
を
前
に
し
て
そ
う
い
う
知
識
っ

て
い
う
の
は
必
ず
し
も
役
に
立
た
な
い
。で
も
、何
も
知
ら
な
い
で
、

す
ご
い
無
垢
な
感
じ
で
、根
掘
り
葉
掘
り
聞
くっ
て
い
うこ
とじ
ゃ

な
い
方
が
い
い
な
と
私
は
思
う
。不
用
意
に
、過
酷
な
経
験
を
さ
、

思
い
出
し
て
もら
わ
な
きゃ
な
ら
な
くな
っ
ち
ゃ
う
か
ら
。自
分
が
知

ら
な
い
っ
て
い
うこ
と
で
何
か
ね
。無
邪
気
に
聞
くっ
て
い
う
の
が
、

い
い
と
は
思
わ
な
い
か
な
。

　
そ
う
で
す
ね
。リ
サ
ー
チ
は
し
て
くん
だ
け
ど
そ
れ
は
ね
、自
分

が
あ
ん
まり
失
礼
な
こ
と
を
し
な
い
で
い
ら
れ
る
、と
い
う
以
上
の

こ
と
は
あ
ん
まり
な
い
か
も
ね
。で
も
、相
手
の
人
の
話
し
て
く
れ
る

こ
と
を
、リ
サ
ー
チ
し
て
い
か
な
い
と
そ
も
そ
も
理
解
で
き
な
い
こ
と

も
あ
る
か
ら
。

　
何
か
ね
、そ
の
時
話
を
聞
い
た
人
が
ね
、同
世
代
ぐ
ら
い
で

ね
。私
より
多
分
外
見
的
に
は
、年
上
に
見
え
る
と
思
う
ん
で
す

け
ど
、そ
れ
は
文
化
の
違
い
と
か
経
験
の
違
い
も
あ
る
し
、平
均

寿
命
が
違
うと
か
ね
、い
ろ
ん
な
環
境
要
素
も
大
き
い
と
思
う
ん

で
す
け
ど
。割
と
今
ま
で
ね
、や
っ
ぱ
り
男
性
より
は
女
性
の
ほ
う

が
私
自
身
は
共
通
点
を
見
つ
け
や
す
い
っ
て
い
う
か
、話
し
や

す
い
っ
て
い
う
感
覚
が
あ
っ
て
。そ
の
方
も
ね
、そ
ば
に
息
子
さ

ん
が
お
ら
れ
た
ん
で
す
よ
ね
。だ
か
ら
お
子
さ
ん
い
ら
っし
ゃ
る
ん

だ
と
か
ね
。私
と
の
共
通
点
を
見
つ
け
や
す
か
っ
た
。だ
か
ら
そ

う
い
う
、個
人
的
な
話
は
で
き
る
か
な
っ
て
思
っ
た
の
ね
。

　
だ
け
ど
テ
ント
で
何
年
も
暮
ら
し
て
る
っ
て
い
う
状
況
と
か
、村

の
男
の
人
た
ち
が
、８
割
ぐ
ら
い
が
虐
殺
さ
れ
ち
ゃ
っ
た
と
か
。女

の
人
た
ち
も
、そ
の
話
を
聞
い
た
方
は
少
し
高
齢
だ
か
ら
、性
奴

隷
に
は
さ
れ
て
な
い
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、、
想
像
を
絶
す
る
ひ

ど
い
目
に
あ
っ
て
い
る
。あ
と
中
東
は
今
回
初
め
て
行
っ
た
ん
で

す
け
ど
、乾
季
に
行
っ
た
の
で
、す
ご
い
乾
い
て
い
て
、緑
が
な

くて
。山
に
も
木
も
生
え
て
な
い
し
、生
え
て
て
も
本
当
に
、な
ん
て

い
う
か
葉
っ
ぱ
が
つ
い
て
な
い
み
た
い
な
。自
然
環
境
も
違
う
。

と
い
うよ
う
な
こ
とも
す
ご
い
感
じ
て
た
か
ら
、な
ん
だ
ろ
う
。共
通

点
を
探
し
て
い
くっ
て
い
う
こ
と
が
一
体
何
に
な
る
か
っ
て
い
う

か
、本
当
に
ど
う
や
っ
て
話
し
て
い
い
か
か
わ
か
ん
な
い
、み
た

い
な
感
じ
で
し
た
ね
。話
し
て
い
る
ん
だ
け
ど
も
、話
せ
て
る
気
が

し
な
い
み
た
い
な
感
じ
で
し
た
。情
け
な
い
け
ど
。取
り
繕
っ
て
も

仕
方
が
な
い
し
ね
。

　
一
方
で
、、
ヤ
ジ
デ
ィ
教
の

N
G

O
の
若
い
人
た
ち
とも
短
い

時
間
だ
っ
た
け
ど「
対
立
」
っ
て
い
う
テ
ー
マ
で
ワ
ー
ク
ショ
ッ
プ

し
て
、そ
の
中
で
い
ろ
い
ろ
イ
メ
ー
ジ
や
悩
み
を
出
し
て
く
れ
た
こ

と
が
あ
っ
て
、そ
こ
で
は
さ
わ
り
で
は
あ
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、あ
る

一
定
の
、そ
の
人
た
ち
が
抱
え
て
い
る
対
立
の
、本
当
に
、本
当

に
さ
わ
り
だ
け
ど
も
、そ
う
い
う
の
に
触
れ
さ
せ
て
もら
っ
て
、彼
ら

自
身
に
と
っ
て
も
、何
か
の
ヒ
ント
に
な
っ
た
か
な
と
い
う
感
じ
は
し

まし
た
。

　
自
分
の
日
本
人
とし
て
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ンド
は
意
識
し
ま
す

ね
。例
え
ば
フィ
リピ
ン
の
山
奥
で
、子
供
た
ち
と
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

を
や
っ
た
時
、桃
太
郎
を
素
材
に
し
て
や
っ
た
こ
と
が
あ
る
ん
で

す
。だ
け
ど
、桃
太
郎
っ
て
実
は
ね
、第
二
次
世
界
大
戦
の
とき

に
、鬼
を
敵
に
見
立
て
て
、だ
か
ら
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
を
鬼
に
見

立
て
て
、戦
意
高
揚
の
た
め
に
、桃
太
郎
の
話
を
使
っ
た
歴
史

が
あ
る
ん
で
す
ね
。だ
か
ら
躊
躇
も
あ
っ
た
ん
だ
け
ど
も
。そ
の

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
自
体
は
す
ご
く
楽
し
く
で
き
た
ん
だ
け
ど
も
、日
本

で
こ
の
話
が
そ
う
使
わ
れ
た
こ
とも
あ
っ
た
っ
て
い
う
話
もし
まし

た
。

　
私
骨
折
し
た
ん
で
す
よ
ね
、フ
ィリ
ピ
ン
の
山
の
中
で
。転
ん
で
。

そ
れ
で
ね
、な
ん
か
妙
に
安
心
し
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
。私
が
勝

手
に
解
釈
し
て
い
る
こ
と
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、転
ん
だ
あ
た
りっ

て
、日
本
軍
が
最
後
に
立
て
こ
も
っ
た
場
所
で
、も
う
食
料
も
な
い

か
ら
、す
ご
い
略
奪
と
か
ね
、ひ
ど
い
こ
と
を
し
て
る
ん
で
す
よ
。

人
肉
も
食
べ
た
、み
た
い
な
と
こ
ろ
な
ん
で
す
ね
。そ
の
土
地
に

は
精
霊
信
仰
っ
て
い
う
の
が
あ
っ
て
、亡
くな
っ
た
人
も
そ
の
辺

に
い
る
よ
ね
っ
て
い
う
信
仰
が
人
々
の
中
に
生
き
て
い
る
。

　
で
、時
々
そ
の
精
霊
が
い
た
ず
ら
す
る
ん
だ
っ
て
い
う
話
も
聞

い
て
た
わ
け
。転
ん
で
、骨
折
し
た
っ
て
す
ぐ
わ
か
ん
な
くて
。病

院
が
そ
ば
に
な
くて
、そ
の
ま
ま
日
本
に
帰
っ
て
き
ち
ゃ
っ
た
ん
で

す
け
ど
。現
地
で
は
レ
ント
ゲ
ン
を
撮
り
に
行
く
だ
け
で
バ
イ
ク
で

30
分
、レ
ント
ゲ
ン
の
結
果
が
わ
か
る
の
が
翌
日
っ
て
い
う
状
況

で
。激
痛
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、今
帰
ら
な
い
と
帰
れ
な
く
な
っ

ち
ゃ
い
そ
う
だ
な
と
思
っ
て
。そ
れ
で
、自
分
の
ス
カ
ー
フ
で
腕
を

つ
っ
て
、帰
っ
て
日
本
の
病
院
行
っ
た
ら
ポ
ッ
キ
リ
い
っ
て
ま
す
よ

と
。 　
そ
の
時
に
思
っ
た
の
は
、い
た
ず
ら
さ
れ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
な
と
、

精
霊
に
。こ
ん
な
何
回
も
行
っ
て
、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ん
か
や
っ

ち
ゃ
っ
て
。そ
れ
は
誠
実
に
や
っ
て
る
つ
もり
だ
け
れ
ど
も
、何
か

ち
ょっ
と
い
た
ず
ら
さ
れ
た
ん
だ
な
と
思
っ
て
。で
も
い
た
ず
ら
さ

れ
た
か
ら
、ま
た
来
て
も
い
い
っ
て
こ
と
か
な
っ
て
。勝
手
に
ね
、

思
っ
た
ん
で
す
け
ど
ね
。

　
や
っ
ぱ
り
そ
の
土
地
の
歴
史
と
か
、フ
ィリ
ピ
ン
な
ん
か
結
構

10
年
近
く
通
わ
せ
て
もら
っ
た
か
ら
、現
地
の
人
が
精
霊
の
こ
と

とど
う
い
う
ふ
う
に
共
存
し
て
い
る
の
か
と
か
、何
度
も
行
くと
、私

な
り
に
身
近
に
感
じ
る
と
い
う
か
、親
和
性
を
感
じ
る
よう
に
な
っ

て
。だ
か
ら
ど
うっ
て
言
うこ
と
で
は
な
い
ん
だ
け
ど
も
。

　
ト
イ
レ
は
ぼ
っ
と
ん
だ
っ
た
り
、さ
っ
き
こ
こ
に
い
た
鶏
が
肉
に

な
っ
て
食
卓
に
出
て
き
た
、み
た
い
な
状
況
だ
っ
た
り
。日
本
の
よ

う
に
ね
、ゴ
ミ
が
ど
こ
に
も
落
ち
て
な
い
っ
て
い
う
環
境
じ
ゃ
な
い

し
、ど
っ
か
に
泊
め
て
も
ら
うと
き
に
、ベ
ッド
は
共
有
と
か
。日
本

の
今
の
都
市
的
生
活
の
ス
タ
ン
ダ
ード
か
ら
す
れ
ば
過
酷
、と
言

え
る
状
況
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
ど
、そ
う
い
う
の
は
全
然
嫌

じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。一
緒
に
ご
飯
食
べ
る
と
か
、同
じ
と
こ
ろ
で
寝

る
み
た
い
に
、一
緒
に
時
間
を
過
ご
す
っ
て
い
う
こ
と
が
大
事
。

現
地
の
人
は
そ
こ
で
生
き
て
い
る
し
、生
き
て
い
け
れ
ば
大
丈

夫
っ
て
い
う
感
じ
。そ
の
感
覚
の
ほ
う
が
、何
か
に
出
会
うと
き
に

き
っと
重
要
か
な
っ
て
。

　
イ
ラ
ク
に
行
くと
か
、み
ん
な
心
配
し
た
り
す
る
わ
け
で
、大
丈

夫
か
っ
て
。も
ち
ろ
ん
大
丈
夫
だ
っ
て
思
う
か
ら
行
く
ん
で
す
よ

ね
。そ
れ
は
何
が
大
丈
夫
か
っ
て
い
うと
、現
地
に
、よ
く
現
地
の

こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
が
い
て
、そ
の
人
が
そ
こ
で
生
活
し
て
い

る
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。だ
か
ら
大
丈
夫
っ
て
い
う
感
じ
。そ

れ
以
上
の
根
拠
は
な
い
ん
だ
け
ど
。外
務
省
で
は
、注
意
喚

起
っ
て
な
っ
て
る
な
、と
か
そ
う
い
うこ
と
は
あ
ん
まり
気
に
し
な
い
。

人
が
生
き
て
生
活
し
て
い
る
。も
ち
ろ
ん
戦
地
で
も
そ
う
だ
か
ら

ね
。そ
ん
な
、単
純
で
も
な
い
け
れ
ど
も
、私
が
話
を
し
て
信
頼
で

き
る
と
感
じ
ら
れ
る
人
が
、そ
こ
で
生
活
し
て
い
る
と
い
うこ
と
が
、

そ
う
い
う
意
味
で
は
何
より
も
頼
り
に
な
る
と
こ
ろ
。て
い
う
感
じ
で

す
ね

　
ワ
ー
ク
ショ
ッ
プ
と
か
で
も
、や
っ
ぱ
り
出
会
っ
た
人
の
こ
と
が
な

ん
と
な
く
感
じ
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
が
、す
ご
く
大
事
で
。場
合
に
よ

る
し
、繋
が
り
方
に
よ
る
け
ど
。人
に
会
うと
い
う
の
は
、ち
ょっ
と

大
げ
さ
に
言
え
ば
で
す
け
ど
、賭
け
み
た
い
な
ね
。

　
リ
サ
ー
チ
し
よう
が
何
し
よう
が
、や
っ
ぱ
り
そ
の
場
に
行
っ
て

み
な
い
と
、わ
か
ら
な
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。そ
れ
は
東
京
で

も
福
島
で
も
イ
ラ
ク
で
も
、ど
こ
で
も
そ
う
で
。な
か
な
か
うま
く
い

か
な
い
っ
て
い
う
か
、そ
れ
こ
そ
失
礼
な
こ
とし
ち
ゃ
っ
た
りと
か
。

な
ん
か
場
合
に
よ
っ
て
は
人
を
傷
つ
け
て
し
まう
事
態
に
な
っ
た

り
す
る
こ
とも
あ
り
得
ま
す
よ
ね
。

　
で
も
そ
う
い
うこ
と
っ
て
い
くら
準
備
し
て
も
避
け
き
れ
な
い
し
、

で
も
準
備
を
し
た
ほ
う
が
い
い
ん
だ
け
ど
も
、だ
か
ら
そ
う
い
う
意

味
で
は
、毎
回
バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
飛
び
降
り
て
る
よう
な
。準
備

は
す
る
ん
だ
け
ど
も
。で
も
あ
と
は
飛
び
込
ん
で
ぶ
ら
下
が
っ
て

み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。場
所
に
よ
っ
て
も
違
うし
、天
気
と
か
、

季
節
と
か
、自
分
の
そ
の
とき
の
体
調
と
か
に
も
左
右
さ
れ
る
し

ね
。

　
み
ん
な
自
分
と
違
う
け
ど
、「
違
い
方
」が
み
ん
な
違
うじ
ゃ
な

い
。人
間
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、動
物
も
含
め
て
、こ
ん
な
に
多
様
な

ん
だ
な
っ
て
。障
害
の
あ
る
人
の「
違
い
方
」っ
て
い
う
の
は
と
て

も
違
うし
、イ
ラ
ク
の
中
で
も
特
定
の
ね
、宗
教
を
信
じ
て
い
た
と

い
うこ
と
で
ジ
ェ
ノ
サ
イド
み
た
い
な
経
験
を
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ

た
人
た
ち
も
い
て
。そ
の
違
い
は
、埋
め
ら
れ
な
い
し
、無
化
で
き

な
い
。だ
け
ど
障
害
の
あ
る
人
た
ち
と
一
緒
に
や
っ
て
い
る
と
、

お
互
い
を
知
っ
て
い
く「
仕
方
」と
し
て
、言
語
や
視
覚
的
な
も
の

以
外
に
も
っ
と
様
々
な
方
法
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
、思

え
た
り
す
る
ん
で
す
。
”

（
語
り：
花
崎
攝
、文
責：
森
山
）

花
崎

攝
さ

ん
に

、
「

出
会

う
こ

と
っ

て
な

ん
で

す
か

？
」と

聞
い

て
み

た
。
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た
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て

なかのまさきさんの旅
「1995 〜 2022年  
フィンランド・
ノルウェー・
スウェーデン」
：━

曽我さんとの距離：……

木村さんの移動：━
大熊町熊川地区（生まれてから高校まで）→豪徳寺（進学のため）→東松山市高坂→上福岡市
→1989年、自転車で旅を開始。（世の中からエスケイプするため。自分の力で旅してみたくて。）→長
野県八ヶ岳延山→北海道富良野（酪農場で1年働く。自転車の旅の途中）→栃木県真岡（自動車工場
で1年働く。自転車の旅の途中）→ニュージーランド（果樹園などで1年働く。自転車の旅の途中）→千
葉県松戸市（ヤマザキパンで1年働く。自転車の旅の途中）→自転車で日本一周→大熊町（親父から
帰ってこねえかと言われ、 28歳に戻り45才まで養豚場で働く）→岡山県（娘を避難させるため）→大
熊町→岡山県 →大熊町（2011年は福島と岡山を行き来）→長野白馬（2012年〜 2019年春）→福島
いわき市→いつか大熊に戻りたい。

経験的道路のプロジェクション：●

写真：堺 亮裕 （左下2点とも）
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 1
96

1年
 

9月
 

福
島

県
大

熊
町

議
会

が
東

京
電

力
福

島
原

子
力

発
電

所
誘

致
促

進
を

決
議

 1
96

1年
 1

0月
 

福
島

県
双

葉
町

議
会

が
東

電・
福

島
原

発
誘

致
を

決
議

 1
96

3年
 

1月
 

福
島

県
が

富
岡・

楢
葉

地
点

に
お

け
る

東
電・

福
島

第
2原

発
の

誘
致

を
発

表

 1
97

1年
 

3月
 

福
島

第
1原

発
 1

号
機

運
転

開
始

 1
97

4年
 

7月
 

福
島

第
1原

発
 2

号
機

運
転

開
始

 1
97

6年
 

3月
 

福
島

第
1原

発
 3

号
機

運
転

開
始

 1
97

8年
 

4月
 

福
島

第
1原

発
 5

号
機

運
転

開
始

 1
97

8年
 1

0月
 

福
島

第
1原

発
 4

号
機

運
転

開
始

 1
97

9年
 1

0月
 

福
島

第
1原

発
 6

号
機

運
転

開
始

 1
98

2年
 

4月
 

福
島

第
2原

発
 1

号
機

運
転

開
始

 1
98

4年
 

2月
 

福
島

第
2原

発
 2

号
機

運
転

開
始

 1
98

5年
 

6月
 

福
島

第
2原

発
 3

号
機

運
転

開
始

 1
98

7年
 

8月
 

福
島

第
2原

発
 4

号
機

運
転

開
始

 2
01

1年
 

3月
 

東
日

本
大

震
災

発
生

。福
島

第
1原

発
1

～
4号

機
で

炉
心

溶
融

や
建

屋
爆

発
が

起
こ

る
。

 
 

 
チ

ェ
ル

ノ
ブ

イリ
原

発
事

故
に

相
当

す
る

「
レ

ベ
ル

7」
の

重
大

事
故

 
 

 
東

日
本

大
震

災
発

生
の

4日
後

、福
島

第
2原

発
を

冷
温

停
止

 2
01

2年
 

4月
 

島
第

1原
発

  5
～

6号
機

廃
止

 2
01

4年
 

1月
 

福
島

第
1原

発
  5

～
6号

機
廃

止

 2
01

9年
 

7月
 

福
島

第
2原

発
  

1
～

4号
機

廃
炉

を
決

定

 20
40

年
～

20
50

年
頃

 
 

 
福

島
第

1原
発

廃
炉

作
業

完
了

予
定

年
表
│
福
島
県
に
あ
る
原
発

第
二

次
世

界
大

戦
後

、日
本

で
の

原
子

力
に

関
す

る
研

究
が

連
合

国
に

よ
り

全
面

的
に

禁
止

さ
れ

た
。

19
52

年
4月

28
日

に
日

本
と

連
合

国
と

の
サ

ン
フ

ラ
ン

シ
ス

コ
講

和
条

約
が

発
効

し
、

19
53

年
国

連
総

会
で

の
ア

イ
ゼ

ン
ハ

ワ
ー

米
国

大
統

領
に

よ
る「

原
子

力
平

和
利

用
提

案
」と

呼
ば

れ
る

演
説

が
行

わ
れ

た
こ

とも
き

っ
か

け
と

な
り

、日
本

で
の

原
子

力
の

研
究

が
再

開
さ

れ
る

こ
とと

な
っ

た
。

■
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  9月18日（日）
WS1 「出会う身体を整える」

  10月8日（土）～ 9日（日）
WS2 「東京－飯館村のあわい」
  10月8日（土）
WS2  ライブビューイング
 「東京－飯館村の
  あわいの様子をつなぐ」

  10月23日（日）
WS3 「経験的道路の
  プロジェクションをめぐって」

  11月13日（月）～ 19日（土）
シェアスタジオ vol.1

  11月5日（土）
WS4 「未知に出会う歩み」

  11月20日（日）
WS5 「経験的道路の
  プロジェクション #1」

  12月10日（土）
WS6 「出会いの作法」

  12月24日（土）
WS7 「経験的道路の
  プロジェクション #2」

  1月8日（日）～ 9日（月・祝）
WS8 「経験的道路の
  プロジェクション #3」

 1月11日（水）
シェアスタジオ vol.2-1~とりあえず話してみる

  1月21日（土） 
シェアスタジオ vol.2-2~記録のその先

  1月29日（日） 
シェアスタジオ vol.2-3~とりあえず話してみる

  2月4日（土）～ 5日（日）
WS9 「東京－大熊町をか身交（みか）ふ」
  2月5日（日） 
WS9  ライブビューイング「東京－大熊町を
  か身交（みか）ふの様子をつなぐ」

  2月8日（水）
シェアスタジオ vol.2-4~とりあえず話してみる

  2月13日（月）
シェアスタジオ vol.2-5~とりあえず話してみる

  2月18日（土）
シェアスタジオ vol.2-6~とりあえず話してみる

  2月26日（日）
WS10 「あわいの今を探り、伝えあう」

  3月1日（水）
シェアスタジオ vol.2-7 ～「埋める」

  3月7日（火）～ 3月31日（金）
「今までの気づきを共有してみる」

  3月19日（日）
「酒饅頭×哲学対話」（参加者によるイベント）
「途中の地図を組む作業～その1」

  3月21日（日）
「途中の地図を組む作業～その2」

  3月25日（土）
「ポランの広場　オリジナル劇場」
（参加者によるイベント）

  3月26日（日）
「飯館村の母ちゃんたち～土とともに 上映会」
（参加者によるイベント）

  3月31日（金）
「経験的道路のプロジェクションを見る」
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シャトー２F
「たまれ」内 share space BOX 
環境楽習館 

飯館村佐須

大熊町熊川地区

いわき駅

楢葉町

請戸小学校
WS8 WS8

WS7

WS5

この地図を開かれる方へ
◉2022年9月から2023年3月にかけて、連続ワークショップ「多摩
の未来の地勢図を共に描くーあわいを歩く」が行われました。様々な場
所で活動するゲストや、様々な土地に暮らす人の参加を得ながら、土地
を訪ね、そこで出会った人や地の照り返しを受け、問われること、内省
することをくり返しながら、少しづつ歩いてきました。

◉この地図は「あわいを歩く」の１つの歩みの過程を可視化し、結果と
して俯瞰したものです。事務局スタッフ（森山晴香）がこの期間描き続
けた「板書」により構成されています。板書は、ワークショップ当日の
議論やフィールドワークで訪ねた先での対話を聴きながら、出来事の位
置、出来事と出来事の関係、ひとつの出来事から導かれる次の出来事の
動きを記述した記録です。

過程の断片（本紙はさみこみのカード群）
◉「あわいを歩く」を共にした皆さんの、気づきや思考の過程、ある瞬
間などを、共有していただきました。ぜひ、並べたり再配置したりしな
がら、皆さんの気づきや思考の変遷を辿ってみてください。一見、個々
の繋がりの見えない断片的な気づきや思考のようですが、どこかで交差
していたり、滲み出ていたり、それらが重なる部分があったりします。
この先、自身で「歩いてみる」時のちょっとした手がかりとして、ご覧
ください。

多摩の未来の地勢図　Cleaving Art Meeting

あわいを歩く
─途中の地図
連続ワークショップ「多摩の未来の地勢図を共に描く
─あわいを歩く」の記録  2022─2023
特定非営利活動法人アートフル・アクション

途中の地図が歩んだこと、
その意味、持ち堪えるということ
◉＜途中の地図＞は、既存の知識、学問、常識などからできるだけ
距離を置き、出来事を価値化せず、ヒエラルキーを排除し配置する
ことから始めました。一見すると個人のメモの集積に見える図群に
は、ワークショップの参加者や訪れた先の人々との細やかな対話か
ら生まれた気づきを尊び、楽しみ、期待する態度があります。気づ
きは他者からもたらされます。
◉地図をご覧になる皆さんには、「答え」や「正解」、積み上がる階
段の果てにある「結論／ゴール」を求める歩みではなく、対話の相
手と浸潤しあいながら、豊かに我と彼の境目を揺らすその有り様自
体をまず受け取っていただきたいと思います。このことは、はから
ずも情念的かつ感情的で不寛容、怪物のような争いや排除が半ば常
態化する今日、投げ出さずに持ち堪える術ともいえるのではないか
と思います。（宮下美穂）

〈凡例〉
見方

問い方

向き合い方

歩き方

たちかえる言葉

課程の断片カードとの合い印

板書の分類 それぞれの経験が
少し重なる／想像する

「福島だから」ではなく

どうやって
向き合えばいいのだろう

それぞれの問いと間合い

こころみを
可視化してみる

固有性の先にある
普遍性に出会ってみたい、
その土地を通して
自分を見つめる

そ
れ
ぞ
れ
の
問
い
と
間
合
い

（佐藤）

S7) 芦沢さん　230217 デザイン初校
B6（天地 128 ×左右 182）　4c/1c カード1

＃ 3
　菅野さんの、「土と太陽さえあれば生きれる」というお話を聞いて、沁みるなと。
　あるおばあちゃまがずっと守られてきた畑がなくなっちゃったんだけど、おばあちゃ
まが高齢だし草取りとかお世話するの大変だからって、閉じたそうです。でもそこに
畑があることで、おばあちゃまは草刈りして、そこに立ち寄るおばさまたちとキウイ
フルーツの棚の下でおしゃべりして、なんというか、その畑は、おばあちゃまにとっ
ては生きがいのような場所だったのかもな、とも思ったり。

←「なくなってしまったもの」はなんだったのか 芦沢友紀子

S11) kimberly さん　230217 デザイン初校
A5 変型（天地 53 ×左右 210）　4c/1c

カード5

S13）瀧本さん　230217デザイン初校
B6変型（天地128×左右170）　4c/1c

― 

街
は
生
き
て
い
る 

―
と
言
う
マ
ン
ガ
か
ド
ラ
マ
が
有
っ
た
。
そ
れ
を
何
カ
所
か
歩
い
た
時
ふ

と
思
い
出
す
。
今
回
の
土
地
た
ち
へ｢

生
き
て
ま
す
か
？｣

と
問
い
か
け
た
く
な
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
（
建
設
家
さ
ん
主
導
の
よ
う
に
）
整
然
と
し
て
キ
レ
イ
で
、（
自
然
と
一
体
感
は
見
ら
れ
な

い
）
人
工
的
道
路
や
公
共
物
な
ど
の
雰
囲
気
が
し
っ
く
り
こ
な
い
か
ら
。
自
分
の
直
感
で
は
何
と

な
く
味
気
な
く
て
、
そ
の
現
場
で
の
暮
し
や
ヒ
ト
の
営
み
を
感
じ
ら
れ
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
街

の
つ
く
り
と
ヒ
ト
自
然
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
な
の
だ
。
本
来
そ
こ
が
し
っ
く
り
す
る
の
が 

あ

わ
い 

と
も
い
え
る
。
仮
に
バ
ラ
ン
ス
取
れ
な
け
れ
ば
、
ど
ち
ら
か
変
わ
る
ま
で 

あ
わ
い
を
目
指

し
て
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ち
な
み
に
そ
の
辺
り
で
は
、
古
く
て
懐
か
し
い
建
築
物
は
み
な
柵
で
覆
わ
れ
て
た
。
家
主
が
戻
れ

な
い
で
い
る
と
こ
ろ
、
そ
の
我
が
家
を
壊
し
無
く
し
て
更
地
に
す
れ
ば
費
用
補
助
が
貰
え
る
と
決

め
ら
れ
た
。
古
い
も
の
を
無
く
し
て
新
し
く
す
る
の
が
良
い
か
？
古
き
を
尊
び
、
今
後
ど
う
や
っ

て
暮
ら
し
て
い
く
の
か
？
そ
れ
が
ど
う
で
有
っ
て
も
、
変
わ
る
ま
で
あ
わ
い
を
歩
い
て
み
よ
う
。

S9) 石畑さん　230217 デザイン初校
A3 変型（天地 105 ×左右 420）
外 4 つ折り（仕上がり 105mm 正方形）　4c/4c 山折り 谷折り 山折り

あ

わ

い

（わたしと場所／移ろい）

田
中
有
加
莉

　他己紹介は初めてだったのですが面白かった。自己紹

介だといつも何を喋っていいのかわからなくなるけど、

他己紹介のほうが素直になれる気がした。分身作りでは

足を作った。客観的に見ると自分のイメージとは少し違

う、少し大きく感じた。自分のスペースの捉え方。3人

での作業も楽しかった。

　あわいの捉え方もみんな違う。あわいという言葉は今

回はじめて知った。まだ漠然としていますが、あわいの

境界線を揺れ動いていくようなパフォーマンスがしたい

と思っています。

S2) 前田さん　230308 デザイン再校
A3 変型（天地 182 ×左右 384）
外 3 つ折り（仕上がり B6）　4c/4c 山折り 谷折り

S2) 前田さん　230308 デザイン再校
A3 変型（天地 182 ×左右 384）
外 3 つ折り（仕上がり B6）　4c/4c 山折り 谷折り

S2) 前田さん　230308 デザイン再校
A3 変型（天地 182 ×左右 384）
外 3 つ折り（仕上がり B6）　4c/4c 山折り 谷折り

★双葉の撮影で1番感動的だったのは、明るくなり剥がす時に、
スクリーンにした紙の粒子が見えたこと、四角い粒子の1つ1つ
にちゃんと映像が投影されてた。

それ以前の3ヶ所は、夕方の光でも見えなかった。
（後日追加メモ）

双葉の撮影終わりかけの時、「震災後いつ来たか？」とか、
海見に行った時の、「震災時どこにいた？」は、、
写真を撮るみたいに、話が聴けた気がして嬉しかったです。

いつも自分が写真撮れないと思ってるのが、解消されたというか…

すごいなと思ったのが、シェアハウスも福島だったなんて、自身のアー
ティストとしての活動とか、あわいでファシリテーターしてることに
対して、森山さんが経緯や思いを話さずにやってることが…
2023/01/29 11:38 前田 

F

★双葉の撮影で1番感動的だったのは、明るくなり剥がす時に、
スクリーンにした紙の粒子が見えたこと、四角い粒子の1つ1つ
にちゃんと映像が投影されてた。

それ以前の3ヶ所は、夕方の光でも見えなかった。
（後日追加メモ）

双葉の撮影終わりかけの時、「震災後いつ来たか？」とか、
海見に行った時の、「震災時どこにいた？」は、、
写真を撮るみたいに、話が聴けた気がして嬉しかったです。

いつも自分が写真撮れないと思ってるのが、解消されたというか…

すごいなと思ったのが、シェアハウスも福島だったなんて、自身のアー
ティストとしての活動とか、あわいでファシリテーターしてることに
対して、森山さんが経緯や思いを話さずにやってることが…
2023/01/29 11:38 前田 

F

★双葉の撮影で1番感動的だったのは、明るくなり剥がす時に、
スクリーンにした紙の粒子が見えたこと、四角い粒子の1つ1つ
にちゃんと映像が投影されてた。

それ以前の3ヶ所は、夕方の光でも見えなかった。
（後日追加メモ）

双葉の撮影終わりかけの時、「震災後いつ来たか？」とか、
海見に行った時の、「震災時どこにいた？」は、、
写真を撮るみたいに、話が聴けた気がして嬉しかったです。

いつも自分が写真撮れないと思ってるのが、解消されたというか…

すごいなと思ったのが、シェアハウスも福島だったなんて、自身のアー
ティストとしての活動とか、あわいでファシリテーターしてることに
対して、森山さんが経緯や思いを話さずにやってることが…
2023/01/29 11:38 前田 

F

S4) 鈴木なつきさん　230217 デザイン初校
B6 変型（天地 128 ×左右 177）4 スミ角丸加工半径 10mm　4c/1c

※ウラ面後送、
テキストあり

S9) 石畑さん　230308 デザイン再校
A5 変型（天地 210 ×左右 128）　1c/1c カード1

写真を投影する場所について、「どこでもなさそうな風景」（区画整理など人為的な痕跡を感じる場所）
という視点でいくと、アノニマスな分、何を感じるかは見た人それぞれに委ねる部分が大きい、開かれ
ていると思うのですが、一方でそこに参加する私たちは、その行為をする文脈をもう少し探りたい気
もします。あとただの思いつきですが、暗くなると道が見えなくなりますが、道という生活空間に対す
る個々の私的な記憶を喚起させつつあの写真が浮かび上がると、また受ける印象も違うので、日中の
人通りのある時間帯からカメラを回しても面白いかなとも思いました。

Ishihata 2022 年 10 月 24 日 ( 月 ) 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

興味深いですね。
と同時に僕の説明の拙さも感じましたー。

以下、返答というよりも、つらつらと考えたことです…
強調したかったのは「どこでもなさそうな場所」というよりも「どこにでもありそうな場所」という点です。
それは「僕が見上げた空はあなたたちが見上げた空と同じか？」という問いだし、「僕が掃除した街は
あなたたちの街とは違うのか？」という問いへとつながります。抽象化された場所ではない。あそこ
で起きたことは、ここで起きない、と言えるのか。もしくはここで起きた場合の想像力、でしょうか。

文脈は、キンバリーさんもおっしゃってましたね。参加者の方が「その行為をする文脈」ですか。僕
がそれを明示するのも違うな、と感じるので、参加する人それぞれによって変わってくるのでしょうし、
それぞれが紡いでいくものなのでしょうね。ただ僕が言えるのは複数人で路上での（再）体験を通して、
記録を解きほぐしていくような、別の開かれ方を共有したい、と考えています。そしてその記録（映像）
を見た人が、また違った視点で展開されていくのだろうな、という期待はあります。だから今回行う 3
回の実践は「ワークショップ」ではなく、通常？の制作のスタンスで進めていった方が良いのだろうな、
と帰りの電車の中で考えていました。こちらが参加者＝オーディエンスを想定するのは違うのではない
か、というように。真っ直ぐ制作に向かっていくのだけど、あくまで開かれているような。のりしろはちゃ
んと付いているような。そんな形で進めていけたらいいな、と考えています。

昼間の道路の映像、そうですねー…
あ！ちょっとまた別のプランが浮かんだ！
それを試してみてもいいかもなー

Iwai Masaru 2022 年 10 月 25 日 ( 火 ) 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

「どこにでもありそうな場所」「抽象化された場所ではない」「ここで起きた場合の想像力」などなどの
言葉で、こちらのイメージもまた更新された感じがします。

あわいについて、まだぼんやりとしか考えてないですが、
最初は ” ここ ”と ” あそこ ” の距離、間にあるもの、という二次元の焦点距離のイメージでしたが、
段々と三次元の垂直に重なる層のような感覚も出てきました。

Ishihata 2022 年 10 月 27 日 ( 金 ) 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
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S1）片桐さん　230217デザイン初校
B5（天地182×左右257）左右2つ折り（仕上がりB6）　1c/1c 山折り

ざ
る
や
さ
ん
の
前
の
道
が
「
ま
だ
舗
装
も
さ
れ
て
無
く
て
」
と
聞
い
て
。

あ
の
道
は
今
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
だ
け
れ
ど
昔
か
ら
あ
る
道
の
ま
ま
な
ん
だ
な
。

い
ち
ど
稲
城
を
離
れ
て
戻
っ
て
き
た
の
が
、
父
が
亡
く
な
っ
た
後
だ
か
ら
一
五
年
く
ら
い
前
。

そ
の
と
き
に
、
渋
滞
解
消
の
た
め
に
鶴
川
街
道
が
整
備
さ
れ
て
広
い
真
っ
直
ぐ
な
道
に
な
っ
て
い
た
。

む
か
し
住
ん
で
い
た
家
の
前
の
小
さ
な
道
や
小
中
学
校
に
通
っ
た
細
い
道
が
、

真
っ
直
ぐ
に
道
を
通
し
た
た
め
に
切
り
刻
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
が
「
何
と
も
」。

「
何
と
も
」
何
だ
と
感
じ
た
の
か
？

ざ
る
や
さ
ん
に
話
し
を
聞
き
た
い
と
思
っ
た
の
は
、

直
接
に
は
去
年
ざ
る
や
さ
ん
の
隣
に
「
ざ
る
や
の
と
な
り
」
と
い
う
珈
琲
ス
タ
ン
ド
が
で
き
て
、

そ
こ
の
オ
ー
ナ
ー
か
ら
「
昔
か
ら
あ
る
酒
屋
だ
か
ら
、

ざ
る
や
さ
ん
か
ら
お
話
し
聞
い
て
も
面
白
い
ね
」
と
言
わ
れ
た
か
ら
。

で
も
、
遡
っ
て
み
る
と
、
や
は
り
た
ま
し
ら
べ
で
府
中
の
九
〇
歳
の
農
家
の
お
ば
あ
さ
ま
か
ら
、

府
中
競
馬
場
を
つ
く
る
と
き
に
稲
城
の
大
丸
の
山
を
削
っ
て
土
を
も
っ
て
き
た
と
い
う
話
を
聞
い
て
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
見
な
れ
て
い
て
何
と
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
風
景
が
、
突
如
意
味
を
変
え
た
、
と
い
う
の
か
な
。

そ
れ
で
、
昔
の
話
を
も
っ
と
聞
き
た
い
と
思
っ
た
。

稲
城
は
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
端
っ
こ
だ
け
れ
ど
、
小
さ
な
頃
か
ら
宅
地
開
発
の
た
め
に
山
が
削
ら
れ
て
い
て
、

そ
れ
が
当
た
り
前
の
風
景
だ
っ
た
。

だ
か
ら
、
大
丸
の
山
も
削
ら
れ
て
あ
る
の
に
何
の
疑
問
も
な
か
っ
た
、
と
い
う
か
、

削
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
す
ら
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
、
人
の
手
で
、
も
う
一
〇
〇
年
近
く
経
っ
て
も
植
物
も
生
え
な
い
く
ら
い

乱
暴
に
削
ら
れ
て
い
た
ん
だ
、
と
気
づ
い
た
驚
き
。

見
え
て
い
る
の
に
見
て
い
な
い
。

作
家
の
姜
信
子
さ
ん
は
「
鍛
え
て
い
る
か
ら
痛
く
な
い
」
と
言
っ
た
。

鍛
え
て
、
頑
張
っ
て
頑
張
っ
て
鈍
感
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
私
た
ち
。

痛
く
て
も
、
痛
い
こ
と
す
ら
気
づ
か
な
い
。

そ
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
と
思
う
。

見
え
て
い
る
の
に
見
て
い
な
い
。

ざ
る
や
さ
ん
の
前
の
道
に
話
を
戻
す
と
、

そ
こ
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
駅
や
ス
ー
パ
ー
に
行
く
と
き
に
よ
く
通
っ
て
い
た
道
。

ざ
る
や
の
と
な
り
か
ら
も
硝
子
越
し
に
見
え
る
。

な
ん
か
そ
の
眺
め
が
良
い
ん
だ
な
。

今
回
ざ
る
や
さ
ん
を
訪
ね
て
み
て
、
そ
こ
が
四
つ
辻
だ
と
初
め
て
気
が
つ
い
た
。

よ
く
見
て
み
る
と
、
Ｙ
字
路
に
も
う
一
本
、
さ
ら
に
細
い
地
味
な
道
が
つ
い
て
い
る
。

あ
あ
、
こ
こ
に
も
見
え
て
い
る
の
に
見
て
い
な
い
も
の
が
あ
っ
た
な
あ
。

信
号
も
な
に
も
な
い
（
よ
く
事
故
が
起
き
な
い
ね
）
昔
か
ら
人
が
通
っ
た
形
を
残
す
柔
ら
か
い
四
つ
辻
。

（
片
桐
美
智
子
）

S9) 石畑さん　230217 デザイン初校
A5 変型（天地 128 ×左右 210）　4c/1c カード2
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（佐藤）A



（佐藤）A



（佐藤）A



（佐藤）A





＃１
　どうなってくんだろう、と身を任せていく感じ。
　なんのためにやるんだろう、って。不安はあるんだけど、わからないっていう状態
を楽しむ。全部説明されたりすることが多い気がして。説明もきちんとしましょうみ
たいな。
そういう場にいる方が普通じゃない？でもそうじゃない場にいることにワクワクした。
不安を共有しながら、楽しむみたいな。

　これを体験していくと、自分はどう感じるのか、想像できないよね。でもそれが、「体
験」だと思う。自分で実際に触ってみたりしないと、わからないから。参加していったら、
どうなるのかな、と感じた。

←わからないことを楽しんでみる 芦沢友紀子

B





＃ 2
　東京で、飯館村の風景を見ながら思ったこと。私は畑が好きだから、ここの畑は誰
かがお手入れしている畑だな、とか、ここは誰も手を入れてないな、とか。私が思っ
ていたよりは、ずっと手が入っていた。私たちがそう感じるということは、現地の人
たちは、「手が入ってる」と見られなくちゃいけないっていう、プレッシャーを感じて
暮らしていたりするのかな、と想像しました。埼玉の方では、一斉に草刈りしている
のを見たことがある。たぶん雑草の生え放題が敵視される文化もあったりする。そこ
に住んでいる人たちの人手以上に、「刈らなきゃいけない」みたいなのがあるのかな、
ないのかな、とか思いながら見ていました。

　菅野さんの話を聴いて、今時テレビだと方言に全部字幕が入るけど、字幕ない！っ
て思った。普段文字情報に結構助けられてるんだな。その方言を聞き取れているかの
ように錯覚してたな、と。あとは、私の実家の祖母が、地元の人と喋ってた会話を思
い出して、あの時もこういう感じで、わからず聞いてたなって。
　
　私のおばあちゃんは兼業農家で。里山みたいなところにお家があって。楽しかったの、
遊びに行くのが。あと父方の方は、庭でお花を育てていて。今の私の畑好きとお花好
きはその経験から来ていると思う。私の原体験。

←雑草も綺麗だよ 芦沢友紀子

B





＃ 3
　菅野さんの、「土と太陽さえあれば生きれる」というお話を聞いて、沁みるなと。
　あるおばあちゃまがずっと守られてきた畑がなくなっちゃったんだけど、おばあちゃ
まが高齢だし草取りとかお世話するの大変だからって、閉じたそうです。でもそこに
畑があることで、おばあちゃまは草刈りして、そこに立ち寄るおばさまたちとキウイ
フルーツの棚の下でおしゃべりして、なんというか、その畑は、おばあちゃまにとっ
ては生きがいのような場所だったのかもな、とも思ったり。

←「なくなってしまったもの」はなんだったのか 芦沢友紀子

B





＃ 4
　道路にみなさん立ってらっしゃって、ヒソヒソ声で喋ってて。映像が、一定のリズ
ムでついて、消えて、ついて、消えて。ずーっとついてないからこそ面白いよね。暗
くなるから、その時に何かが動くと、次ついた時には状況が変わっている。どんどん
出来上がっていって。暗いながらに道路に浮き上がってくる感じが。でも、ありそう
な住宅街の風景なんだけど、ああゆうふうな住宅街が続く道路はないなって。不自然
だなって。
　岩井さんが、私たちに、「これっぽい道路を探してください」って住宅街の写真を
送ってくれたじゃないですか。だから、運転中に、それっぽい道路をずっと探してて、

「どうしたらぽいって感じるのかな、私は」って考えながら、曲がり角を曲がるんです
よ。すごい新しい建物があったりすると「ぽい」と思わないのね。で、「あー、っぽい」、
とおもうのは、自分の年齢ぐらいの建物。でもね、ぽいなと思った道を、一回曲がっ
て二回曲がると、絶対ぽくない道に行くのね。曲がっても曲がってもあの道路という
道はすごい少ないのかな、って思ったの。府中界隈だとね。

←つづかない風景 芦沢友紀子

B





#5 
　体験したことがない場所、行ったことのない場所で、みなさんが防護服を着ている
状況が、海外の映画のようだった。同じ時間で繋がっているのに。異空間、だけど距
離はさほど感じなかった。ここ数年 Zoom を使ってるから、距離を超えて時間を共有
することには慣れてしまっているな、って。

　こちらではお味噌汁を用意して。みんなで好きな具材を持ち寄って入れました。家
に梅の花が描かれたお椀、会津塗りの漆器があったので、ちょうどいいなと思って持っ
てきました。ライブ映像の中にも熊町小学校の梅の花が写って、あ、と思った。でも、
枝が切られてないな、とも思って。梅の枝は本当は切ったほうがいいんですよ。「桜切
る馬鹿梅切らぬ馬鹿」と言うことわざがあるくらい。

←お味噌汁を入れた漆器の絵柄と切られていない梅の枝 芦沢友紀子

B





1.
「風と土の家」に、「ふくしま再生の会」理事長
田尾陽一が書いた新聞記事が置かれていた。

（キンバリー）C





2. 
みなさんと一緒に双葉駅の近くを歩いて

「原子力明るい未来のエネルギー」の
看板があった場所を探していた。

（キンバリー）C





（キンバリー）

3.
「シェアハウスと食堂 Kashiwaya」に伺い、
通信をいただいた。

C





4. 
家で菅野さんからいただいた餅を焼いてみた。

（キンバリー）C





５.  看板の時間
初めて双葉町に行きました。駅の周りには、すでに新しい住宅が建
てられ、住んでいる人もいるようでした。並びに、時間が止まったよう
な商店街の店と、色々な壁に描かれた大きくて311について描いた
アート作品が目に映りました。311の「前」と「後」、という2つの時間
が、異なる肌理で同じ空間に並存していると感じました。「原子力明
るい未来のエネルギー」という標語の記された看板があったところを
探そうと、旅の仲間が提案しました。今、その看板は、「東日本大震
災・原子力災害伝承館」に所蔵されているようです。元の看板はなく
なりましたが、隣に立つ不動産の看板にある「原子力明るい未来の
エネルギー」の映った町の写真が目立っていました。元の看板は、違
う場所にあります。そして、看板に映った写真は、元の場所に未だに
残されています。

（キンバリー）C





最後に、「触る前にその周りを大切にする」という藤城光さんからのお言葉は、心に響きました。

（キンバリー）C





い
き
場
を
な
く
し
た
波

楢
葉
町
山
田
浜
の
堤
防
よ
り
寄
せ
る
波
だ
け
を
撮
る
。

情
も
な
く
置
か
れ
た
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
津
波
。

白
砂
の
浜
は
消
え
堤
防
を
打
つ
波
の
鼓
動
だ
け
が
遥
か
昔
と
変
わ
ら
な
い
。

二
〇
二
三
年
一
月
九
日
　
瀧
本
広
子

D



― 
街
は
生
き
て
い
る 

―
と
言
う
マ
ン
ガ
か
ド
ラ
マ
が
有
っ
た
。
そ
れ
を
何
カ
所
か
歩
い
た
時
ふ

と
思
い
出
す
。
今
回
の
土
地
た
ち
へ｢

生
き
て
ま
す
か
？｣

と
問
い
か
け
た
く
な
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
（
建
設
家
さ
ん
主
導
の
よ
う
に
）
整
然
と
し
て
キ
レ
イ
で
、（
自
然
と
一
体
感
は
見
ら
れ
な

い
）
人
工
的
道
路
や
公
共
物
な
ど
の
雰
囲
気
が
し
っ
く
り
こ
な
い
か
ら
。
自
分
の
直
感
で
は
何
と

な
く
味
気
な
く
て
、
そ
の
現
場
で
の
暮
し
や
ヒ
ト
の
営
み
を
感
じ
ら
れ
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
街

の
つ
く
り
と
ヒ
ト
自
然
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
な
の
だ
。
本
来
そ
こ
が
し
っ
く
り
す
る
の
が 

あ

わ
い 

と
も
い
え
る
。
仮
に
バ
ラ
ン
ス
取
れ
な
け
れ
ば
、
ど
ち
ら
か
変
わ
る
ま
で 

あ
わ
い
を
目
指

し
て
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ち
な
み
に
そ
の
辺
り
で
は
、
古
く
て
懐
か
し
い
建
築
物
は
み
な
柵
で
覆
わ
れ
て
た
。
家
主
が
戻
れ

な
い
で
い
る
と
こ
ろ
、
そ
の
我
が
家
を
壊
し
無
く
し
て
更
地
に
す
れ
ば
費
用
補
助
が
貰
え
る
と
決

め
ら
れ
た
。
古
い
も
の
を
無
く
し
て
新
し
く
す
る
の
が
良
い
か
？
古
き
を
尊
び
、
今
後
ど
う
や
っ

て
暮
ら
し
て
い
く
の
か
？
そ
れ
が
ど
う
で
有
っ
て
も
、
変
わ
る
ま
で
あ
わ
い
を
歩
い
て
み
よ
う
。

E





★双葉の撮影で1番感動的だったのは、明るくなり剥がす時に、
スクリーンにした紙の粒子が見えたこと、四角い粒子の1つ1つ
にちゃんと映像が投影されてた。

それ以前の3ヶ所は、夕方の光でも見えなかった。
（後日追加メモ）

双葉の撮影終わりかけの時、「震災後いつ来たか？」とか、
海見に行った時の、「震災時どこにいた？」は、、
写真を撮るみたいに、話が聴けた気がして嬉しかったです。

いつも自分が写真撮れないと思ってるのが、解消されたというか…

すごいなと思ったのが、シェアハウスも福島だったなんて、自身のアー
ティストとしての活動とか、あわいでファシリテーターしてることに
対して、森山さんが経緯や思いを話さずにやってることが…
2023/01/29 11:38 前田 

F



あ

わ

い

（わたしと場所／移ろい）

田
中
有
加
莉

G







　他己紹介は初めてだったのですが面白かった。自己紹

介だといつも何を喋っていいのかわからなくなるけど、

他己紹介のほうが素直になれる気がした。分身作りでは

足を作った。客観的に見ると自分のイメージとは少し違

う、少し大きく感じた。自分のスペースの捉え方。3人

での作業も楽しかった。

　あわいの捉え方もみんな違う。あわいという言葉は今

回はじめて知った。まだ漠然としていますが、あわいの

境界線を揺れ動いていくようなパフォーマンスがしたい

と思っています。

H
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写真を投影する場所について、「どこでもなさそうな風景」（区画整理など人為的な痕跡を感じる場所）
という視点でいくと、アノニマスな分、何を感じるかは見た人それぞれに委ねる部分が大きい、開かれ
ていると思うのですが、一方でそこに参加する私たちは、その行為をする文脈をもう少し探りたい気
もします。あとただの思いつきですが、暗くなると道が見えなくなりますが、道という生活空間に対す
る個々の私的な記憶を喚起させつつあの写真が浮かび上がると、また受ける印象も違うので、日中の
人通りのある時間帯からカメラを回しても面白いかなとも思いました。

Ishihata 2022 年 10 月 24 日 ( 月 ) 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

興味深いですね。
と同時に僕の説明の拙さも感じましたー。

以下、返答というよりも、つらつらと考えたことです…
強調したかったのは「どこでもなさそうな場所」というよりも「どこにでもありそうな場所」という点です。
それは「僕が見上げた空はあなたたちが見上げた空と同じか？」という問いだし、「僕が掃除した街は
あなたたちの街とは違うのか？」という問いへとつながります。抽象化された場所ではない。あそこ
で起きたことは、ここで起きない、と言えるのか。もしくはここで起きた場合の想像力、でしょうか。

文脈は、キンバリーさんもおっしゃってましたね。参加者の方が「その行為をする文脈」ですか。僕
がそれを明示するのも違うな、と感じるので、参加する人それぞれによって変わってくるのでしょうし、
それぞれが紡いでいくものなのでしょうね。ただ僕が言えるのは複数人で路上での（再）体験を通して、
記録を解きほぐしていくような、別の開かれ方を共有したい、と考えています。そしてその記録（映像）
を見た人が、また違った視点で展開されていくのだろうな、という期待はあります。だから今回行う 3
回の実践は「ワークショップ」ではなく、通常？の制作のスタンスで進めていった方が良いのだろうな、
と帰りの電車の中で考えていました。こちらが参加者＝オーディエンスを想定するのは違うのではない
か、というように。真っ直ぐ制作に向かっていくのだけど、あくまで開かれているような。のりしろはちゃ
んと付いているような。そんな形で進めていけたらいいな、と考えています。

昼間の道路の映像、そうですねー…
あ！ちょっとまた別のプランが浮かんだ！
それを試してみてもいいかもなー

Iwai Masaru 2022 年 10 月 25 日 ( 火 ) 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

「どこにでもありそうな場所」「抽象化された場所ではない」「ここで起きた場合の想像力」などなどの
言葉で、こちらのイメージもまた更新された感じがします。

あわいについて、まだぼんやりとしか考えてないですが、
最初は ” ここ ”と ” あそこ ” の距離、間にあるもの、という二次元の焦点距離のイメージでしたが、
段々と三次元の垂直に重なる層のような感覚も出てきました。

Ishihata 2022 年 10 月 27 日 ( 金 ) 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝



このような機会がなければ行かなかったであろう土地に、時間帯に、そこに立つことで、単に写真を
写すという再現ではない場所に立ち会えてよかったです。初期の頃に「どこにでもありそうな場所」「も
しくはここで起きた場合の想像力」という言葉がありましたが、実際に体験してみて、「あるいは存在
するかもしれない場所」だなと、思う瞬間がありました。このことと、放射能に直接的につなげすぎ
な感はありますが、除染土の再利用ということがどうも私の中ではつながります。

まだまだ終わりそうにない、終わるものではない、ということをあらたに認識しました。
…と書くとやけに放射能のことばかりになってしまいますが、”あわい”を考えるいい時間になりました。
経験的道路のプロジェクション、ありがとうございました。

Ishihata 2023 年 1 月15 日 ( 日 ) 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

何かを記録すること、過ぎ去っていくものを留めようとするのは大変だなと思う。
でも目の前に映像が映し出されていたあの感覚は思い出そうとしたら思い出せる。
ぽつんとそこに在る、紙にピンを立てた感じですかね。
 
日々、中央線に揺られて移動して、1日の半分以上パソコンの前にいて。
パソコンをやっている時は、身体がない感覚。世界に、一応存在する、という感覚が普段はない。
だけど、双葉町で、スクリーンを眺めていた時は、自分が空間に存在している感じがしたというか。
パソコンの前では、椅子に座ってるから、もたれるところがあって、空間に囲まれている感覚はあまり
ない。あの場では 360 度、囲まれていて、自分が空間に垂直に立っている気がした。
 

『マザリング』という本の中で「世界と平行に立っていられるか」という文章を読んだ。
元は池澤夏樹の『スティル・ライフ』の一節から、読み手が解釈して作った言葉らしいですけどね。
世界と平行に立とうとしている。
物理的にも、プロジェクションに映る世界とは平行に、地面には垂直に。
スクリーンと私と外側の世界。
 
1 回目は夜であまり周りが見えなかったから、自分が「空間に立っている」という感覚はなかった。
そういう感覚が芽生えたのは郡山と双葉から。特に双葉でかな。
 
双葉の時は、夜明けになってくるじゃないですか。
夜明けになると周りの世界は存在し始めるけど、スクリーンは消えていく。
その対比もあったかなと思う。
最後が朝日でよかったですよね。
 
＜あの時の感覚の話、紙にピンを立てる＞  Ishihata ＋ Moriyama 2023 年 2 月1日（水）
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
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“ この世界がきみのために存在すると思ってはいけない。

世界はきみを入れる容器ではない。／

世界ときみは、二本の木が並んで立つように、どちらも寄りかかることなく、

それぞれまっすぐに立っている ”

 

“ 大事なのは、山脈や、人や、染色工場や、セミ時雨などからなる外の世界と、

きみの中にある広い世界との間に連絡をつけること、

一歩の距離をおいて並び立つ二つの世界の呼応と調和をはかることだ。／

たとえば、星を見るとかして ”

 

『マザリング 現代の母なる場所』（中村佑子）の中で引用された、
『スティル・ライフ』（池澤夏樹）の一節
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（川瀬吏恵）

【感情の調査・分析中】

呼応する感情

あなたの声が震える瞬間、

あなたの言葉がつまる瞬間

あなたの顔が赤くなる瞬間、

あなたの目頭が熱くなる瞬間、

「あなたの感情」は揺らぎ、動き、心から飛び出ている。

「あなたの感情」は、「わたしの感情」をも揺らし始める。

それは、数値のように段階的ではなく、

時間のように単調でもない。

それは、誰かが、ましてや自分さえも、

コントロールできるものではない。

しかし、それは、不安定で、主観的で、一方的で、

根拠なきものであるのに、

「わたしの感情」が揺るがされるのは

「あなたの感情」によってなのだ。
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ざ
る
や
さ
ん
の
前
の
道
が
「
ま
だ
舗
装
も
さ
れ
て
無
く
て
」
と
聞
い
て
。

あ
の
道
は
今
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
だ
け
れ
ど
昔
か
ら
あ
る
道
の
ま
ま
な
ん
だ
な
。

い
ち
ど
稲
城
を
離
れ
て
戻
っ
て
き
た
の
が
、
父
が
亡
く
な
っ
た
後
だ
か
ら
一
五
年
く
ら
い
前
。

そ
の
と
き
に
、
渋
滞
解
消
の
た
め
に
鶴
川
街
道
が
整
備
さ
れ
て
広
い
真
っ
直
ぐ
な
道
に
な
っ
て
い
た
。

む
か
し
住
ん
で
い
た
家
の
前
の
小
さ
な
道
や
小
中
学
校
に
通
っ
た
細
い
道
が
、

真
っ
直
ぐ
に
道
を
通
し
た
た
め
に
切
り
刻
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
が
「
何
と
も
」。

「
何
と
も
」
何
だ
と
感
じ
た
の
か
？

ざ
る
や
さ
ん
に
話
し
を
聞
き
た
い
と
思
っ
た
の
は
、

直
接
に
は
去
年
ざ
る
や
さ
ん
の
隣
に
「
ざ
る
や
の
と
な
り
」
と
い
う
珈
琲
ス
タ
ン
ド
が
で
き
て
、

そ
こ
の
オ
ー
ナ
ー
か
ら
「
昔
か
ら
あ
る
酒
屋
だ
か
ら
、

ざ
る
や
さ
ん
か
ら
お
話
し
聞
い
て
も
面
白
い
ね
」
と
言
わ
れ
た
か
ら
。

で
も
、
遡
っ
て
み
る
と
、
や
は
り
た
ま
し
ら
べ
で
府
中
の
九
〇
歳
の
農
家
の
お
ば
あ
さ
ま
か
ら
、

府
中
競
馬
場
を
つ
く
る
と
き
に
稲
城
の
大
丸
の
山
を
削
っ
て
土
を
も
っ
て
き
た
と
い
う
話
を
聞
い
て
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
見
な
れ
て
い
て
何
と
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
風
景
が
、
突
如
意
味
を
変
え
た
、
と
い
う
の
か
な
。

そ
れ
で
、
昔
の
話
を
も
っ
と
聞
き
た
い
と
思
っ
た
。

稲
城
は
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
端
っ
こ
だ
け
れ
ど
、
小
さ
な
頃
か
ら
宅
地
開
発
の
た
め
に
山
が
削
ら
れ
て
い
て
、

そ
れ
が
当
た
り
前
の
風
景
だ
っ
た
。

だ
か
ら
、
大
丸
の
山
も
削
ら
れ
て
あ
る
の
に
何
の
疑
問
も
な
か
っ
た
、
と
い
う
か
、

削
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
す
ら
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
、
人
の
手
で
、
も
う
一
〇
〇
年
近
く
経
っ
て
も
植
物
も
生
え
な
い
く
ら
い

乱
暴
に
削
ら
れ
て
い
た
ん
だ
、
と
気
づ
い
た
驚
き
。

見
え
て
い
る
の
に
見
て
い
な
い
。

作
家
の
姜
信
子
さ
ん
は
「
鍛
え
て
い
る
か
ら
痛
く
な
い
」
と
言
っ
た
。

鍛
え
て
、
頑
張
っ
て
頑
張
っ
て
鈍
感
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
私
た
ち
。

痛
く
て
も
、
痛
い
こ
と
す
ら
気
づ
か
な
い
。

そ
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
と
思
う
。

見
え
て
い
る
の
に
見
て
い
な
い
。

ざ
る
や
さ
ん
の
前
の
道
に
話
を
戻
す
と
、

そ
こ
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
駅
や
ス
ー
パ
ー
に
行
く
と
き
に
よ
く
通
っ
て
い
た
道
。

ざ
る
や
の
と
な
り
か
ら
も
硝
子
越
し
に
見
え
る
。

な
ん
か
そ
の
眺
め
が
良
い
ん
だ
な
。

今
回
ざ
る
や
さ
ん
を
訪
ね
て
み
て
、
そ
こ
が
四
つ
辻
だ
と
初
め
て
気
が
つ
い
た
。

よ
く
見
て
み
る
と
、
Ｙ
字
路
に
も
う
一
本
、
さ
ら
に
細
い
地
味
な
道
が
つ
い
て
い
る
。

あ
あ
、
こ
こ
に
も
見
え
て
い
る
の
に
見
て
い
な
い
も
の
が
あ
っ
た
な
あ
。

信
号
も
な
に
も
な
い
（
よ
く
事
故
が
起
き
な
い
ね
）
昔
か
ら
人
が
通
っ
た
形
を
残
す
柔
ら
か
い
四
つ
辻
。

（
片
桐
美
智
子
）



◉
ざ
る
や
訪
問
と
…
。

稲
城
長
沼
駅
で
待
ち
合
わ
せ
。

◆
ど
う
し
て
片
桐
さ
ん
の
ご
両
親
は
稲
城
を
選
ん
だ

の
？ ◇

父
親
が
読
売
ラ
ン
ド
の
近
く
の
コ
カ
コ
ー
ラ
ボ
ト

ラ
ー
ズ
に
勤
め
て
い
て
、都
合
が
良
か
っ
た
の
か
な
。

両
親
と
も
に
田
舎
の
人
で
、田
ん
ぼ
が
あ
っ
た
り
畑
が

あ
っ
た
り
し
て
、懐
か
し
か
っ
た
の
か
な
。

◆
ざ
る
や
の
お
店
番
を
さ
れ
て
い
た
2人
の
女
性
、こ

こ
は
多
摩
川
の
近
くっ
て
思
っ
て
い
な
く
て
面
白
か
っ

た
ね
。外
か
ら
見
る
と
多
摩
川
の
近
くっ
て
感
じ
る
け

れ
ど
、住
ん
で
い
る
人
は
そ
う
は
思
わ
な
い
み
た
い
。

◇
か
ご
や
問
題
も
聞
い
て
き
た
。ざ
る
や
と
は
別
に
に

あ
っ
た
ん
だ
っ
て
。

屋
号
で
、「
あ
め
や
」と
か「
そ
ば
や
」
っ
て
い
う
屋
号

が
あ
っ
た
ん
だ
っ
て
。

昔
の
こ
と
を
聞
け
る
人
が
ど
ん
ど
ん
い
な
く
な
っ
て
い

る
ね
。

◆
な
ん
だ
か
穏
や
か
で
時
間
が
ゆ
っ
くり
で
、話
し
て

い
て
楽
し
か
っ
た
ね
、い
い
気
持
ち
だ
っ
た
な
あ
。無

理
が
な
い
感
じ
が
す
る
ね
。

◇
う
ん
、イ
ン
ド
で
刺
繍
を
す
る
人
た
ち
は
、ず
っ
と

刺
繍
を
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が

ら
。テ
レ
ビ
が
あ
る
わ
け
で
な
く
、パ
ス
ワ
ー
ド
を
探
す

と
か（
笑
）そ
う
い
う
こ
と
が
な
い
か
ら
、本
当
に
ず
っ

と
刺
繍
を
し
て
い
る
。そ
の
時
間
の
感
覚
が
仕
事
に
と

て
も
表
れ
て
い
る
。我
慢
で
は
な
く
、楽
し
い
。追
わ

れ
て
い
な
い
。そ
れ
が
で
き
る
心
の
状
態
。

◇
岩
立
フ
ォ
ー
ク
テ
キ
ス
タ
イ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
週

に
一
度
受
付
を
し
て
い
る
ん
だ
け
れ
ど
、そ
こ
に
あ
る

も
の
を
見
て
い
る
と
今
の
日
本
と
時
間
の
経
ち
方
が

違
う
な
、と
思
う
。日
本
は
便
利
に
な
っ
た
け
ど
、逆
に

い
ろ
ん
な
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。今
で
も
刺

繍
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
一
人
で
は
な
く
て
、共
同

体
で
や
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。そ
れ
が
一
人
で
や
る
よ

う
に
な
り
、今
は「
個
人
」に
な
る
。「
作
家
」に
な
る
と

「
作
品
」に
な
る
。岩
立
さ
ん
は
そ
う
い
う
こ
と
、も
の

を
作
ろ
う
、表
現
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
嫌
い
。

◇
タ
パ
っ
て
い
う
ん
で
す
が
、ア
フ
リ
カ
で
は
木
の
皮

を
叩
い
て
繊
維
に
し
て
褌（
ふ
ん
ど
し
）を
作
っ
て
た

ん
で
す
。み
な
、褌
に
自
分
の
も
の
だ
、と
い
う
模
様

を
入
れ
る
。そ
れ
は「
表
現
」し
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。自
分
の
褌
だ
か
ら
。そ
れ
が
美
し
い
。そ

こ
に
は「
表
現
欲
」み
た
い
な
も
の
は
な
い
の
よ
ね
。

そ
れ
が
今
は
、工
芸
品
、骨
董
品
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
高
く
売
れ
る
。今
や
芸
術
品
の
よ
う
な
も
の
に

な
っ
て
い
る
。

◆
ク
バ
の
布
も
本
当
に
綺
麗
。

◆
そ
れ
に
金
銭
的
価
値
が
つ
い
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と

は
ど
う
な
ん
だ
ろ
う？
い
い
こ
と？

◇
そ
れ
は
全
然
良
く
な
い
と
思
う
。売
る
た
め
に
作
っ

た
り
し
ち
ゃ
う
と
。

◇
自
分
が
墓
に
入
る
と
き
の
た
め
の
も
の
を
ず
っ
と

作
っ
て
い
る
わ
け
で
。

そ
れ
を
見
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
が
美
し
い
ね
、と
言
っ

て
価
格
を
つ
け
て
取
引
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
れ

は
ち
ょ
っ
と
違
う
よ
ね
。多
分
。

◇
全
く
違
う
理
由
で
作
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、お
金
と

か
、商
品
価
値
の
よ
う
な
も
の
に
取
り
込
ま
れ
て
い
く
。

品
質
と
か
、意
味
が
全
然
違
っ
て
く
る
。

◉
記
憶
と
か
風
景
と
か

◆
私
は
造
園
屋
で
、い
つ
も
風
景
が
人
格
を
作
る
っ

て
思
っ
て
い
る
の
。良
い
風
景
と
か
悪
い
風
景
と
い
う

ん
じ
ゃ
な
く
て
ね
。そ
の
人
な
り
の
。だ
か
ら
、お
父
さ

ん
と
お
母
さ
ん
が
東
京
の
人
じ
ゃ
な
い
か
ら
、稲
城
で

暮
ら
す
こ
と
を
選
ん
だ
ん
じ
ゃ
な
い
？
と
い
う
こ
と
は

と
て
も
納
得
で
き
る
な
。

◇
私
も
森
山
さ
ん
く
ら
い
の
時
に
稲
城
の
風
景
が
私

を
作
っ
た
、な
ん
て
考
え
た
こ
と
も
な
い
。

私
は
両
親
が
も
う
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
、自
分
の

ル
ー
ツ
に
つ
い
て
は
考
え
ま
す
け
れ
ど
。そ
れ
っ
て
田

舎
そ
の
も
の
で
は
な
く
て
。お
盆
や
お
正
月
の
帰
省

の
途
中
で
見
た
風
景
は
思
い
出
し
ま
す
ね
。

◆
そ
こ
に
経
験
や
関
係
性
が
く
っ
つ
い
て
き
て
い
る

よ
ね
。

◇
小
学
生
の
頃
、夏
休
み
に
新
潟
の
母
の
実
家
に
預

け
ら
れ
て
い
て
、何
も
す
る
こ
と
が
な
く
て
田
ん
ぼ
し

か
な
く
て
、暇
だ
な
あ
、と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、今
思

う
と
懐
か
し
い
よ
ね
。

◆
音
と
か
色
と
か
風
の
感
じ
と
か
覚
え
て
な
い
で
す

か
？ ◇

田
ん
ぼ
な
の
で
用
水
路
あ
っ
て
、妹
と
タ
ニ
シ
と
か

と
っ
て
遊
ん
で
い
た
。子
供
だ
か
ら
田
ん
ぼ
に
は
あ
ん

ま
り
行
か
ず
、家
の
近
く
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
が

あ
っ
て
き
ゅ
う
り
と
か
茄
子
と
か
、す
ご
い
勢
い
で
で

き
て
た
。そ
ん
な
こ
と
を
覚
え
て
ま
す
。

◆
私
が
子
供
の
時
に
従
姉
妹
と
田
ん
ぼ
の
脇
の
水
路

で
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
を
、バ
ケ
ツ
が
真
っ
黒
に
な
る
くら

い
取
っ
て
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
持
っ
て
帰
っ
て
、

家
の
ま
え
の
野
菜
を
洗
っ
て
た
水
路
に
ジ
ャ
ー
っ
て
こ

ぼ
し
た
。別
に
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
が
欲
し
か
っ
た
わ
け

で
も
な
い
ん
だ
よ
ね
。ど
ん
ど
ん
獲
れ
る
こ
と
が
面
白

か
っ
た
。で
、そ
の
水
路
は
田
ん
ぼ
に
つ
な
が
っ
て
い

て
、ま
た
、田
ん
ぼ
に
戻
っ
て
い
っ
た
。

◆
カ
エ
ル
も
と
っ
て
た
な
。

◆
そ
う
い
う
の
っ
て
他
の
人
と
代
え
ら
れ
る
記
憶
で
は

な
い
。カ
エ
ル
と
っ
た
よ
ね
、と
い
っ
た
こ
と
は
同
世

代
の
人
と
話
せ
る
け
れ
ど
、取
り
替
え
っ
こ
で
き
る
記

憶
で
は
な
い
よ
ね
。

す
ご
く
そ
れ
が
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
関
わ
っ

て
い
る
な
、と
い
う
気
が
す
る
。

◆
だ
か
ら
、福
島
の
嵩
上
げ
の
話
の
時
に
、解
決
の
仕

方
と
し
て
嵩
上
げ
は
ど
う
な
の
よ
？と
思
っ
た
。

◇
で
も
、嵩
上
げ
は
昔
か
ら
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。万
葉

集
に
出
て
く
る「
あ
ず
」は
、自
然
に
で
き
た
も
の
。で

も
、武
蔵
野
に
は
大
丸
の
よ
う
な
風
景
が
あ
っ
て
、子

供
の
頃
か
ら
見
て
い
る
か
ら
、あ
あ
い
う
も
の
だ
と

思
っ
て
い
た
。削
ら
れ
た
、と
い
う
意
識
も
な
か
っ
た
。

1930何
年
か
に
東
京
競
馬
場
が
で
き
た
か
ら
、そ

ろ
そ
ろ
100年
くら
い
で
す
ね
。

◇
山
を
う
が
っ
て
い
く
と
、木
が
生
え
よ
う
が
な
く
、ど

ん
ど
ん
侵
食
さ
れ
て
い
く
。

◆
片
桐
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、楢
葉
町
で
も
山
が
削

ら
れ
て
た
か
ら
、あ
の
土
は
ど
こ
に
行
っ
た
の
？っ
て

聞
い
た
ら
、防
波
堤
に
使
っ
た
ん
だ
よ
と
近
所
の
人
が

い
っ
て
た
。

◆
防
波
堤
作
っ
た
り
嵩
上
げ
す
る
と
風
景
が
変
わ
っ

て
し
ま
う
ね
。

川
沿
い
の
田
ん
ぼ
が
バ
ッ
フ
ァ
ー
に
な
っ
て
い
た
。川

が
溢
れ
た
時
に
、田
ん
ぼ
の
収
穫
が
一
年
犠
牲
に
な

る
と
済
ん
だ
ん
だ
よ
ね
。家
は
高
台
に
あ
っ
た
。昔
は

こ
こ
に
あ
っ
た
ら
浚
わ
れ
る
ぞ
、と
い
う
と
こ
ろ
に
は

家
は
作
ら
な
か
っ
た
。そ
う
い
う
知
恵
が
あ
っ
た
ん
で

し
ょ
う
ね
。そ
う
い
う
知
恵
が
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

◇
去
年
の
豊
田
さ
ん
の
話
の
中
で
も
、熊
本
の
川
も

洪
水
が
起
き
る
の
を
前
提
に
家
が
作
ら
れ
て
い
た
。

洪
水
が
起
こ
る
た
び
に
魚
が
採
れ
た
っ
て
。洪
水
を
前

提
に
生
き
て
い
た
ん
で
す
よ
ね
。そ
れ
を
防
ご
う
と
す

る
と
き
に
被
害
が
大
き
く
な
っ
ち
ゃ
う
。

◇
宮
城
県
の
丸
森
、台
風
で
水
害
が
出
た
。堤
防
と
か

立
て
て
い
る
け
れ
ど
、次
、台
風
が
来
て
こ
れ
が
倒
れ

た
ら
、も
っ
と
被
害
が
大
き
く
な
る
。

◆
都
幾
川
に
は
信
玄
が
作
っ
た
霞
堤
が
ま
だ
残
っ
て

い
る
よ
。洪
水
の
時
に
水
を
逃
す
の
。

◇
お
金
儲
け
が
先
に
来
て
い
る
か
ら
。単
に
治
水
の

問
題
で
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。

昔
の
治
水
に
は
知
恵
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

◉
美
し
さ
は
偽
っ
た
り
で
き
な
い
し
、

◇
場
所
は
関
係
は
な
い
け
れ
ど
、姜
信
子
さ
ん
か
ら

韓
国
で
99歳
の
こ
と
を
白
手（
ペ
ク
ス
？
）言
う
と
い

う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。白
い
手
、す
な

わ
ち「
働
か
な
い
手
」と
捉
え
て
、資
本
主
義
か
ら
な

る
べ
く
身
を
離
し
て
生
き
る
、と
い
う
運
動
が
起
こ
っ

て
い
る
ん
で
す
ね
。自
分
た
ち
が
持
っ
て
い
る
ス
ペ
ー

ス
で
料
理
を
作
っ
て
実
費
で
、分
け
る
、賄
い
み
た
い

な
。

◇
あ
ま
り
に
も
資
本
主
義
が
酷
い
。そ
こ
か
ら
身
を
離

し
て
生
き
な
い
と
、お
か
し
く
な
っ
ち
ゃ
う
。一
方
で
資

本
主
義
が
ひ
ど
く
な
れ
ば
ひ
ど
く
な
る
ほ
ど
、そ
う
考

え
て
い
る
人
が
増
え
て
い
る
。私
は
そ
ち
ら
の
側
に
い

た
い
な
、と
思
っ
て
い
る
。

◆
古
民
家
を
探
し
て
い
て
、120年
経
っ
て
、な
か
は

ゴ
ミ
屋
敷
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
も
、木
の
梁
や
板
の

襖
は
と
て
も
し
っ
か
り
し
て
い
て
、修
繕
す
れ
ば
使
え

る
し
、美
し
い
し
楽
し
い
。で
も
、現
代
の
住
宅
は
そ
う

は
い
か
な
い
よ
ね
。

◇
美
し
さ
は
偽
っ
た
り
で
き
な
い
。

正
義
感
と
か
、そ
う
い
う
も
の
は
偽
っ
た
り
、う
ま
く
立

ち
回
る
こ
と
は
で
き
る
が
、美
し
さ
は
正
真
正
銘
の
も

の
だ
か
ら
偽
っ
た
り
で
き
な
い
。美
し
い
こ
と
に
正
義

だ
と
思
っ
て
い
る
。美
し
い
も
の
は
信
じ
ま
す
。

◇「
気
狂
い
部
落
周
遊
記
」を
見
て
も
、戦
後
に
負
け

た
か
ら
、負
け
た
日
本
を
否
定
す
る
、そ
こ
か
ら
再
建

し
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
が
働
い
て
い
る
と
す
ご
く

思
っ
て
。そ
の
さ
き
に
多
摩
セ
ン
タ
ー
の
開
発
が
あ
る
。

気
狂
い
部
落
の
よ
う
な
も
の
は
な
く
な
っ
て
も
い
い
ん

だ
っ
て
い
う
。

◆
今
、気
狂
い
部
落
周
遊
記
よ
り
、も
っ
と
醜
悪
に

な
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
？

◇
気
狂
い
部
落
っ
て
い
う
タ
イト
ル
を
つ
け
る
時
に
、

村
の
人
か
ら
反
対
が
あ
っ
た
っ
て
。そ
れ
は
不
名
誉
だ

か
ら
、と
い
う
よ
り
は
、自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
土

地
に
対
す
る
愛
着
が
あ
っ
た
か
ら
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

愛
着
っ
て
い
う
の
が
開
発
に
よ
っ
て
み
ん
な
無
く
な
っ

た
。愛
が
な
い
っ
て
い
う
か
。そ
れ
も
多
摩
の
活
動
に

関
わ
っ
て
み
て
、多
摩
っ
て
土
地
に
対
す
る
愛
着
っ
て

い
う
の
が
希
薄
だ
な
っ
て
。な
け
な
し
の
愛
着
が
あ
っ

た
の
に
、ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
で
無
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。オ
オ
カ
ミ
の
護
符
の
小
倉
さ
ん
が
、山
が
削
ら
れ

る
こ
と
に
対
し
て
痛
い
っ
て
思
っ
た
っ
て
言
っ
て
た
。

土
地
に
対
し
て
身
体
感
覚
を
持
つ
っ
て
、普
通
だ
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

◇
古
い
因
習
的
な
も
の
か
ら
解
放
さ
れ
た
か
も
し
れ

な
い
け
れ
ど
、失
っ
た
も
の
も
あ
る
と
い
う
こ
と
も
み

て
い
か
な
い
と
ね
。こ
こ
よ
り
先
に
行
っ
た
ら
、そ
ん
な

も
の
は
無
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。昔
の
こ
と
を
知
ら
な
い
と
こ
れ
か
ら
の
こ
と

が
考
え
ら
れ
な
い
。昔
の
こ
と
を
知
る
こ
と
は
大
切
な

こ
と
で
す
よ
ね
。
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◉ざるや訪問と…。
稲城長沼駅で待ち合わせ。
◆どうして片桐さんのご両親は稲城を選んだ
の？

◇父親が読売ランドの近くのコカコーラボト
ラーズに勤めていて、都合が良かったのかな。
両親ともに田舎の人で、田んぼがあったり畑が
あったりして、懐かしかったのかな。

◆ざるやのお店番をされていた2人の女性、こ
こは多摩川の近くって思っていなくて面白かっ
たね。外から見ると多摩川の近くって感じるけ
れど、住んでいる人はそうは思わないみたい。

◇かごや問題も聞いてきた。ざるやとは別にに
あったんだって。
屋号で、「あめや」とか「そばや」っていう屋号
があったんだって。
昔のことを聞ける人がどんどんいなくなってい
るね。

◆なんだか穏やかで時間がゆっくりで、話して
いて楽しかったね、いい気持ちだったなあ。無
理がない感じがするね。

◇うん、インドで刺繍をする人たちは、ずっと
刺繍をしているんですね。おしゃべりをしなが
ら。テレビがあるわけでなく、パスワードを探す
とか（笑）そういうことがないから、本当にずっ
と刺繍をしている。その時間の感覚が仕事にと
ても表れている。我慢ではなく、楽しい。追わ
れていない。それができる心の状態。

◇岩立フォークテキスタイルミュージアムで週
に一度受付をしているんだけれど、そこにある
ものを見ていると今の日本と時間の経ち方が
違うな、と思う。日本は便利になったけど、逆に
いろんなことができなくなっている。今でも刺
繍を作っているところは一人ではなくて、共同
体でやっているんですね。それが一人でやるよ
うになり、今は「個人」になる。「作家」になると
「作品」になる。岩立さんはそういうこと、もの
を作ろう、表現しようという意識が嫌い。

◇タパっていうんですが、アフリカでは木の皮
を叩いて繊維にして褌（ふんどし）を作ってた
んです。みな、褌に自分のものだ、という模様
を入れる。それは「表現」しようとしているわけ
ではない。自分の褌だから。それが美しい。そ
こには「表現欲」みたいなものはないのよね。
それが今は、工芸品、骨董品としてヨーロッパ
では高く売れる。今や芸術品のようなものに
なっている。

◆クバの布も本当に綺麗。
◆それに金銭的価値がついてしまうということ
はどうなんだろう？いいこと？

◇それは全然良くないと思う。売るために作っ
たりしちゃうと。

◇自分が墓に入るときのためのものをずっと
作っているわけで。
それを見たヨーロッパの人が美しいね、と言っ
て価格をつけて取引されるようになった。それ
はちょっと違うよね。多分。

◇全く違う理由で作られていたものが、お金と
か、商品価値のようなものに取り込まれていく。
品質とか、意味が全然違ってくる。

◉記憶とか風景とか
◆私は造園屋で、いつも風景が人格を作るっ
て思っているの。良い風景とか悪い風景という
んじゃなくてね。その人なりの。だから、お父さ

んとお母さんが東京の人じゃないから、稲城で
暮らすことを選んだんじゃない？ということは
とても納得できるな。

◇私も森山さんくらいの時に稲城の風景が私
を作った、なんて考えたこともない。
私は両親がもう亡くなっているので、自分の
ルーツについては考えますけれど。それって田
舎そのものではなくて。お盆やお正月の帰省
の途中で見た風景は思い出しますね。

◆そこに経験や関係性がくっついてきている
よね。

◇小学生の頃、夏休みに新潟の母の実家に預
けられていて、何もすることがなくて田んぼし
かなくて、暇だなあ、と思っていたけれど、今思
うと懐かしいよね。

◆音とか色とか風の感じとか覚えてないです
か？

◇田んぼなので用水路あって、妹とタニシとか
とって遊んでいた。子供だから田んぼにはあん
まり行かず、家の近くにおばあちゃんの畑が
あってきゅうりとか茄子とか、すごい勢いでで
きてた。そんなことを覚えてます。

◆私が子供の時に従姉妹と田んぼの脇の水路
でオタマジャクシを、バケツが真っ黒になるくら
い取って、おばあちゃんの家に持って帰って、
家のまえの野菜を洗ってた水路にジャーってこ
ぼした。別にオタマジャクシが欲しかったわけ
でもないんだよね。どんどん獲れることが面白
かった。で、その水路は田んぼにつながってい
て、また、田んぼに戻っていった。

◆カエルもとってたな。

◆そういうのって他の人と代えられる記憶では
ない。カエルとったよね、といったことは同世
代の人と話せるけれど、取り替えっこできる記
憶ではないよね。

すごくそれが自分のアイデンティティと関わっ
ているな、という気がする。

◆だから、福島の嵩上げの話の時に、解決の仕
方として嵩上げはどうなのよ？と思った。

◇でも、嵩上げは昔からあるんですよね。万葉
集に出てくる「あず」は、自然にできたもの。で
も、武蔵野には大丸のような風景があって、子
供の頃から見ているから、ああいうものだと
思っていた。削られた、という意識もなかった。
1930何年かに東京競馬場ができたから、そ
ろそろ100年くらいですね。

◇山をうがっていくと、木が生えようがなく、ど
んどん侵食されていく。

◆片桐さんの話を聞いて、楢葉町でも山が削
られてたから、あの土はどこに行ったの？って
聞いたら、防波堤に使ったんだよと近所の人が
いってた。

◆防波堤作ったり嵩上げすると風景が変わっ
てしまうね。
川沿いの田んぼがバッファーになっていた。川
が溢れた時に、田んぼの収穫が一年犠牲にな
ると済んだんだよね。家は高台にあった。昔は
ここにあったら浚われるぞ、というところには
家は作らなかった。そういう知恵があったんで
しょうね。そういう知恵がなくなっていった。

◇去年の豊田さんの話の中でも、熊本の川も
洪水が起きるのを前提に家が作られていた。
洪水が起こるたびに魚が採れたって。洪水を前
提に生きていたんですよね。それを防ごうとす

るときに被害が大きくなっちゃう。

◇宮城県の丸森、台風で水害が出た。堤防とか
立てているけれど、次、台風が来てこれが倒れ
たら、もっと被害が大きくなる。

◆都幾川には信玄が作った霞堤がまだ残って
いるよ。洪水の時に水を逃すの。

◇お金儲けが先に来ているから。単に治水の
問題でなくなってしまっているんですよね。
昔の治水には知恵が詰まっている。

◉美しさは偽ったりできないし、
◇場所は関係はないけれど、姜信子さんから
韓国で99歳のことを白手（ペクス？）言うとい
う話を聞いたことがあるんです。白い手、すな
わち「働かない手」と捉えて、資本主義からな
るべく身を離して生きる、という運動が起こっ
ているんですね。自分たちが持っているスペー
スで料理を作って実費で、分ける、賄いみたい
な。

◇あまりにも資本主義が酷い。そこから身を離
して生きないと、おかしくなっちゃう。一方で資
本主義がひどくなればひどくなるほど、そう考
えている人が増えている。私はそちらの側にい
たいな、と思っている。

◆古民家を探していて、120年経って、なかは
ゴミ屋敷のようになっていても、木の梁や板の
襖はとてもしっかりしていて、修繕すれば使え
るし、美しいし楽しい。でも、現代の住宅はそう
はいかないよね。

◇美しさは偽ったりできない。
正義感とか、そういうものは偽ったり、うまく立
ち回ることはできるが、美しさは正真正銘のも
のだから偽ったりできない。美しいことに正義
だと思っている。美しいものは信じます。

◇「気狂い部落周遊記」を見ても、戦後に負け
たから、負けた日本を否定する、そこから再建
していこうという意識が働いているとすごく
思って。そのさきに多摩センターの開発がある。
気狂い部落のようなものはなくなってもいいん
だっていう。

◆今、気狂い部落周遊記より、もっと醜悪に
なっているんじゃない？

◇気狂い部落っていうタイトルをつける時に、
村の人から反対があったって。それは不名誉だ
から、というよりは、自分たちの住んでいる土
地に対する愛着があったからなんじゃないかな。
愛着っていうのが開発によってみんな無くなっ
た。愛がないっていうか。それも多摩の活動に
関わってみて、多摩って土地に対する愛着って
いうのが希薄だなって。なけなしの愛着があっ
たのに、ニュータウン開発で無くなってしまっ
た。オオカミの護符の小倉さんが、山が削られ
ることに対して痛いって思ったって言ってた。
土地に対して身体感覚を持つって、普通だった
んじゃないかな。

◇古い因習的なものから解放されたかもしれ
ないけれど、失ったものもあるということもみ
ていかないとね。ここより先に行ったら、そんな
ものは無くなってしまうかもしれないじゃない
ですか。昔のことを知らないとこれからのこと
が考えられない。昔のことを知ることは大切な
ことですよね。
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